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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　媒体を搬送方向に搬送する搬送ユニットと、
　マゼンタインクを吐出する第１ヘッドと、
　前記第１ヘッドよりも前記搬送方向の下流側に設けられた第１光源と、
　前記第１光源よりも前記搬送方向の下流側に設けられシアンインクを吐出する第２ヘッ
ドと、
　前記第２ヘッドよりも前記搬送方向の下流側に設けられた第２光源と、
　前記第２光源よりも前記搬送方向の下流側に設けられブラックインクを吐出する第３ヘ
ッドと、
　前記第３ヘッドよりも前記搬送方向の下流側に設けられた第３光源と、
　前記第３光源よりも前記搬送方向の下流側に設けられイエローインクを吐出する第４ヘ
ッドと、
　前記第４ヘッドよりも前記搬送方向の下流側に設けられ、前記第１光源の照射エネルギ
ーよりも強い照射エネルギーで光を照射する第４光源と、
　前記第４光源よりも前記搬送方向の下流側に設けられクリアインクを吐出する第５ヘッ
ドと、
　前記第５ヘッドよりも前記搬送方向の下流側に設けられ、前記第１光源の照射エネルギ
ーよりも強い照射エネルギーで光を照射する第５光源と、
　を備え、
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　前記第１光源、前記第４光源および前記第５光源の照射強度は等しいことを特徴とする
印刷装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の印刷装置であって、
　印刷装置は、印刷装置用インクセットを備え、
　前記印刷装置用インクセットは、前記マゼンタインク、前記シアンインク、前記イエロ
ーインク、前記ブラックインクを有し、
　前記マゼンタインク、前記シアンインク、前記イエローインク及び前記ブラックインク
のそれぞれは、顔料と、重合性化合物と、光重合開始剤とを含有し、
　前記重合性化合物は、アクリル酸２－（２－ビニロキシエトキシ）エチル、3-オキサ-5
-ヘキセン-1-オール、フェノキシエチルアクリレート、４－ヒドロキシブチルアクリレー
ト、トリシクロデカンジメチロールジアクリレート、ジペンタエリスリトールヘキサアク
リレート、エトキシ化イソシアヌル酸トリアクリレートよりなる群から選択される１種ま
たは２種以上を含む
ことを特徴とする印刷装置。
【請求項３】
　請求項１に記載の印刷装置であって、
　前記イエローインクは、顔料と、重合性化合物と、光重合開始剤とを含有し、前記重合
性化合物は、アクリル酸２－（２－ビニロキシエトキシ）エチル、3-オキサ-5-ヘキセン-
1-オール、フェノキシエチルアクリレート、４－ヒドロキシブチルアクリレート、トリシ
クロデカンジメチロールジアクリレート、ジペンタエリスリトールヘキサアクリレート、
エトキシ化イソシアヌル酸トリアクリレートよりなる群から選択される１種または２種以
上を含み、前記顔料は、Ｃ．Ｉ.ピグメント　イエロー　１５０、１５５、１８０よりな
る群から選択される１種または２種以上を含むことを特徴とする印刷装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、印刷装置及び印刷方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　インクを吐出して媒体に印刷を行うインクジェット式の印刷装置が知られている。この
ような印刷装置の中に、光（例えば、紫外光（ＵＶ）や可視光など）の照射によって硬化
するインク（ＵＶインク）を吐出する印刷装置がある。このタイプの印刷装置では、ノズ
ルから媒体にＵＶインクを吐出した後、媒体に形成されたドットに光を照射する。これに
より、ドットが硬化して媒体に定着する（例えば、特許文献１参照）。このため、インク
を吸収しない媒体（例えばフィルム）に対しても、ドットを形成することが可能である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００８－２６５２８５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ＵＶインクを吐出する印刷装置では、ＵＶインクに２段階で紫外光を照射することが行
われることがある。１段階目では、媒体上のＵＶインクに紫外光を照射して、ＵＶインク
の濡れ広がりを制御したり、その後に更に媒体に吐出されるＵＶインクとの滲みを抑制し
たりする。２段階目では、１段階目よりも照射エネルギー（積算光量）が強くなるように
紫外光を照射して、ＵＶインクを完全に硬化させる。１段階目は「仮硬化」若しくは「ピ
ニング」と呼ばれ、２段階目は「本硬化」と呼ばれることがある。
【０００５】
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　イエローのＵＶインクは、シアンやマゼンタのＵＶインクよりも紫外光を吸収しやすい
。このため、比較的弱い照射エネルギーで紫外光を照射する仮硬化の際に、イエローイン
クの表面で紫外光が吸収されてしまい、イエローインクの内部まで紫外光が届かないこと
がある。この場合、表面だけ硬化し、内部は流動性を持つ状態になる。この状態のイエロ
ーインクに紫外光を強い照射エネルギーで照射して本硬化させると、内部のイエローイン
クが硬化収縮することによって、表面（既に硬化している表面）にしわが発生してしまう
。
【０００６】
　また、重合性化合物が、アクリル酸２－（２－ビニロキシエトキシ）エチル、3-オキサ
-5-ヘキセン-1-オール、フェノキシエチルアクリレート、４－ヒドロキシブチルアクリレ
ート、トリシクロデカンジメチロールジアクリレート、ジペンタエリスリトールヘキサア
クリレート、エトキシ化イソシアヌル酸トリアクリレートよりなる群から選択される１種
または２種以上を含む場合に、しわが顕著に発生する。特に、イエローのＵＶインクの成
分が、アクリル酸２－（２－ビニロキシエトキシ）エチルを含む場合に、しわが顕著に発
生する。アクリル酸２－（２－ビニロキシエトキシ）エチルには、水分や塩基による重合
阻害がなく、酸素による重合阻害がないため、より効果的に効果するため、上記の課題が
より顕著に発生する。
【０００７】
　また、イエローのＵＶインクの成分が、Ｃ．Ｉ.ピグメント　イエロー　１５０，１５
５，１８０からなる１種類以上の顔料を含む場合に、さらにしわが顕著に発生する。
【０００８】
　本発明は、イエローインクのしわの発生を抑制することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成するための主たる発明は、媒体を搬送方向に搬送する搬送ユニットと、
第１ヘッドと、前記第１ヘッドよりも前記搬送方向の下流側に設けられた第１光源と、前
記第１ヘッド及び前記第１光源よりも前記搬送方向の下流側に設けられた第２ヘッドと、
前記第２ヘッドよりも前記搬送方向の下流側に設けられ、前記第１光源の照射エネルギー
よりも強い照射エネルギーで光を照射する第２光源と、前記第２光源よりも前記搬送方向
の下流側に設けられた第３ヘッドと、前記第３ヘッドよりも前記搬送方向の下流側に設け
られ、前記第１光源の照射エネルギーよりも強い照射エネルギーで光を照射する第３光源
と、を備え、前記第１ヘッドは、マゼンタインク、シアンインク、ブラックインクのうち
いずれか1色のインクを前記媒体に吐出し、前記第２ヘッドは、イエローインクを前記媒
体に吐出し、前記第３ヘッドは、クリアインクを前記媒体に吐出する印刷装置である。
【００１０】
　本発明の他の特徴については、本明細書及び添付図面の記載により明らかにする。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】図１は、第１実施形態の印刷装置１の概略側面図である。
【図２】図２は、印刷装置１のブロック図である。
【図３】図３Ａは、ブラックヘッドユニット４１Ｋの構成の説明図である。図３Ｂは、ヘ
ッドアセンブリ４１１の構成の説明図である。図３Ｃは、ヘッド４１２におけるノズルの
配置の説明図である。
【図４】図４は、比較例の印刷装置１の説明図である。
【図５】図５は、第２実施形態の印刷装置１の概略側面図である。
【図６】図６は、第３実施形態の印刷装置１の概略側面図である。
【図７】図７Ａは、表刷り印刷により形成される画像（表刷り印刷画像）の説明図である
。図７Ｂは、裏刷り印刷により形成される画像（裏刷り印刷画像）の説明図である。
【図８】図８は、第４実施形態の印刷装置１の概略側面図である。
【図９】図９Ａ及び図９Ｂは、ラベルＬの印刷方法の説明図である。図９Ｃは、金色の表
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現の原理の説明図である。
【図１０】図１０Ａ及び図１０Ｂは、第５実施形態の印刷装置１の概略側面図である。
【図１１】図１１Ａは、カラーインク及びクリアインクの本硬化に必要な照射エネルギー
（積算光量）の表である。図１１Ｂは、各光源の照射強度（照度）と照射エネルギー（積
算光量）の表である。
【図１２】図１２は、強仮硬化用のイエロー用光源８１Ｙ及び本硬化用光源９２をドラム
１１側から見た図である。
【図１３】図１３は、各色のインク組成を示す表（上）と、インクセットを示す表（下）
である。
【図１４】図１４は、しわの評価結果を示す表である。
【図１５】図１５は、表面光沢の評価結果を示す表である。
【図１６】図１６は、官能評価結果を示す表である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　本明細書及び添付図面の記載により、少なくとも、以下の事項が明らかとなる。
【００１３】
　媒体を搬送方向に搬送する搬送ユニットと、マゼンタヘッドと、マゼンタ用光源と、シ
アンヘッドと、シアン用光源と、ブラックヘッドと、ブラック用光源と、前記マゼンタヘ
ッド、前記マゼンタ用光源、前記シアンヘッド、前記シアン用光源、前記ブラックヘッド
及び前記ブラック用光源よりも前記搬送方向の下流側に設けられたイエローヘッドと、前
記イエローヘッドよりも前記搬送方向の下流側に設けられ、前記マゼンタ用光源、前記シ
アン用光源及び前記ブラック用光源の照射エネルギーよりも強い照射エネルギーで光を照
射するイエロー用光源と、を備える印刷装置が明らかとなる。　
　このような印刷装置によれば、イエローインクのしわの発生を抑制できる。
【００１４】
　印刷装置は、印刷装置用インクセットを備え、前記印刷装置用インクセットは、マゼン
タインク、シアンインク、イエローインク、ブラックインクを有し、前記マゼンタインク
、前記シアンインク、前記イエローインク、前記ブラックインクは、顔料と、重合性化合
物と、光重合開始剤とを含有し、前記重合性化合物は、アクリル酸２－（２－ビニロキシ
エトキシ）エチル、3-オキサ-5-ヘキセン-1-オール、フェノキシエチルアクリレート、４
－ヒドロキシブチルアクリレート、トリシクロデカンジメチロールジアクリレート、ジペ
ンタエリスリトールヘキサアクリレート、エトキシ化イソシアヌル酸トリアクリレートよ
りなる群から選択される１種または２種以上を含むことが望ましい。特に、前記重合性化
合物は、アクリル酸２－（２－ビニロキシエトキシ）エチルを含むことが望ましい。この
ようなインク組成の場合にしわが発生しやすいため、特に有効である。
【００１５】
　印刷装置は、印刷装置用インクセットを備え、前記印刷装置用インクセットは、前記マ
ゼンタインク、前記シアンインク、前記イエローインク、前記ブラックインクを有し、前
記マゼンタインク、前記シアンインク、前記イエローインク、前記ブラックインクは、前
記顔料と、前記重合性化合物と、前記光重合開始剤とを含有し、前記イエローインクの前
記顔料は、Ｃ．Ｉ.ピグメント　イエロー　１５０、１５５、１８０よりなる群から選択
される１種または２種以上を含むことが望ましい。このようなインク組成の場合にしわが
発生しやすいため、特に有効である。
【００１６】
　前記マゼンタヘッド又は前記シアンヘッドが前記ブラックヘッドよりも前記搬送方向の
上流側に配置されていることが望ましい。このような場合においても、イエローヘッドが
他のカラーインクを吐出するヘッドよりも搬送方向の下流側に設けられているため、イエ
ローインクのしわの発生を抑制できる。
【００１７】
　前記イエロー用光源は、本硬化用の光源であることが望ましい。これにより、イエロー
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インクを仮硬化させずに本硬化させるので、イエロードットの内部まで紫外光が届き、イ
エロードットのしわの発生を抑制できる。
【００１８】
　光を照射されると硬化するクリアインクを吐出するクリアヘッドを更に備え、前記クリ
アヘッドは、前記イエロー用光源よりも前記搬送方向の下流側に設けられているこれによ
り、イエローインクとクリアインクとが滲むことが抑制できる。
【００１９】
　光を照射すると硬化する背景用インクを吐出する背景用ヘッドを更に備え、前記背景用
ヘッドは、前記イエロー用光源よりも前記搬送方向下流側に設けられていることが望まし
い。これにより、イエローインクと背景用インクとが滲むことが抑制できる。
【００２０】
　前記イエローインクよりも光透過率の高いイエローインクを吐出する第２のイエローヘ
ッドと、前記第２のイエローヘッドよりも前記搬送方向の下流側に設けられ、前記マゼン
タ用光源、前記シアン用光源及び前記ブラック用光源の照射エネルギーよりも強い照射エ
ネルギーで光を照射する第２のイエロー用光源と、を更に備え、透明媒体に前記第２イエ
ローインクを塗布して、光透過性のある淡黄画像を形成することが望ましい。これにより
、印刷物を銀色の光沢面に取り付ければ、金色を表現できる。
【００２１】
　媒体を搬送方向に搬送させながら、光を照射されると硬化するマゼンタインクを吐出し
、前記媒体にマゼンタドットを形成する工程と、前記マゼンタドットに前記光を照射する
工程と、光を照射されると硬化するシアンインクを吐出し、前記媒体にシアンドットを形
成する工程と、前記シアンドットに前記光を照射する工程と、光を照射されると硬化する
ブラックインクを吐出し、前記媒体にブラックドットを形成する工程と、前記ブラックド
ットに前記光を照射する工程と、前記光の照射された前記マゼンタドット、前記シアンド
ット及び前記ブラックドットが形成された領域に、光を照射されると硬化するイエローイ
ンクを吐出し、前記媒体にイエロードットを形成する工程と、前記イエロードットを形成
した後に、前記マゼンタドット、前記シアンドット及び前記ブラックドットに照射した照
射エネルギーよりも強い照射エネルギーで光を照射する工程と、を行う印刷方法が明らか
となる。　
　このような印刷方法によれば、イエローインクのしわの発生を抑制できる。
【００２２】
　＝＝＝第１実施形態＝＝＝
　＜印刷装置の概要＞
　図１は、第１実施形態の印刷装置１の概略側面図である。図２は、印刷装置１のブロッ
ク図である。
【００２３】
　印刷装置１は、搬送ユニット１０、ヘッドユニット４０、検出器群５０、コントローラ
ー６０、駆動信号生成回路７０、仮硬化ユニット８０、本硬化ユニット９０を備えている
。
【００２４】
　搬送ユニット１０は、媒体を搬送する機能を有する。以下の説明では、媒体の搬送され
る方向を搬送方向と呼ぶ。搬送ユニット１０は、ドラム１１、第１ローラー１２、第２ロ
ーラー１３、第３ローラー１４を有する。媒体は、搬送ユニット１０の上流側の供給ユニ
ット（不図示）から供給され、搬送ユニット１０の下流側の巻き取りローラー（不図示）
によって巻き取られる。媒体は第１ローラー１２から第３ローラー１４までの間において
所定の張力にて張られており、ドラム１１の表面に密着している。そして、ドラム１１が
回転することによって、媒体が搬送されることになる。媒体は、紙であることもあるが、
透明媒体Ｓであることもある。
【００２５】
　ヘッドユニット４０は、搬送方向上流側から順に、マゼンタヘッドユニット４１Ｍ、シ
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アンヘッドユニット４１Ｃ、ブラックヘッドユニット４１Ｋ及びイエローヘッドユニット
４１Ｙを有する。マゼンタヘッドユニット４１Ｍの吐出するマゼンタインクと、シアンヘ
ッドユニット４１Ｃの吐出するシアンインクと、イエローヘッドユニット４１Ｙの吐出す
るイエローインクとによって、減色法によるカラー画像が印刷される。また、カラー画像
の印刷には、ブラックヘッドユニット４１Ｋから吐出されるブラックインクも用いられる
。以下の説明では、マゼンタインク、シアンインク、イエローインク及びブラックインク
のことをカラーインクと呼ぶことがある。
【００２６】
　各色のヘッドユニットは、ドラム１１の表面に沿って設けられている。また、各色のヘ
ッドユニットは、ＵＶインクを吐出する。ＵＶインクは、紫外光が照射されると硬化する
性質を有するインクである。印刷装置１が備える印刷装置用インクセット（各色のインク
）のＵＶインクの組成については、後述する。
【００２７】
　ところで、マゼンタインクは、所定の波長を吸収してマゼンタに発色させるための色材
が紫外光で壊れにくいという性質を持つ。このため、本実施形態では、マゼンタヘッドユ
ニット４１Ｍは、他のカラーインクを吐出するヘッドユニットよりも搬送方向上流側に配
置させている。　
　減色法の３原色であるマゼンタのヘッドユニットを最上流側に配置させた場合、通常で
あれば、次に残りの２つの原色のヘッドユニット（シアンヘッドユニット４１Ｃ及びイエ
ローヘッドユニット４１Ｙ）を配置し、最後に３原色ではないブラックヘッドユニット４
１Ｋを配置する。但し、本実施形態では、マゼンタヘッドユニット４１Ｍを最上流側に配
置しているにも関わらず、ブラックヘッドユニット４１Ｋよりも搬送方向下流側にイエロ
ーヘッドユニット４１Ｙを配置している。この理由は、後述する比較例の説明で明らかに
なる。
【００２８】
　検出器群５０は、印刷装置１の各部の情報を検出する各種の検出器をあらわす。例えば
、検出器群５０の中には、ドラムの回転角度を検出するエンコーダー（不図示）などが含
まれている。検出器群５０は、コントローラー６０に検出信号を送信する。
【００２９】
　コントローラー６０は、印刷装置１の制御を行うための制御ユニットである。コントロ
ーラー６０は、ＣＰＵ６１、メモリ６２及びインターフェース部６３を有する。ＣＰＵ６
１は、印刷装置１の全体の制御を行うための演算処理装置である。メモリ６２は、ＣＰＵ
６１の作業領域や、プログラムを格納する領域などを確保するための記憶部である。ＣＰ
Ｕ６１は、メモリ６２に格納されているプログラムに従って、各ユニットを制御すること
になる。インターフェース部６３は、外部装置であるコンピューター１１０と印刷装置１
との間でデータの送受信を行う。
【００３０】
　駆動信号生成回路７０は、ヘッドユニット４０に含まれているピエゾ素子などの駆動素
子を駆動するための駆動信号を生成する回路である。駆動信号が駆動素子に印加されるこ
とによって、駆動素子が駆動して、インク滴がノズルから吐出されることになる。
【００３１】
　仮硬化ユニット８０は、媒体に着弾したＵＶインク同士が滲まないようにＵＶインクの
表面を硬化（仮硬化）させる程度の強度の紫外光を照射する。仮硬化ユニット８０は、搬
送方向上流側から順に、マゼンタ用光源８１Ｍ、シアン用光源８１Ｃ及びブラック用光源
８１Ｋを有する。但し、仮硬化用のイエロー用光源は設けられていない。
【００３２】
　仮硬化用の各色の光源は、ドラム１１の表面に沿って設けられている。また、各色の光
源は、対応する色のヘッドユニットの下流側に設けられている。これにより、ＵＶインク
が媒体に着弾してドットが形成された直後に、仮硬化用の光源から紫外光が照射されて、
ＵＶインクのドット表面が仮硬化する。仮硬化ユニット８０の各色の光源として、ＬＥＤ
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（発光ダイオード）などが採用される。
【００３３】
　仮硬化用の光源は、ＵＶインクを完全に硬化させない程度の比較的弱い照射エネルギー
の紫外光（本硬化用光源９１よりも弱い照射エネルギーの紫外光）を照射する。これは、
ＵＶインクは完全に固化するとインクを弾く性質を有し、カラーインクが弾かれてしまう
と、カラー画像の画質が低下するおそれがあるためである。
【００３４】
　なお、照射エネルギー（積算光量）［ｍＪ／ｃｍ２］は、光源から照射される被照射表
面における照射強度（照度）［ｍＷ／ｃｍ２］と照射時間［ｓ］との積から算出される。
照射エネルギーが強ければ、ＵＶインクに含まれる重合性化合物の転化率が高くなり、Ｕ
Ｖインクがより硬化する。
【００３５】
　本硬化ユニット９０は、媒体上のＵＶインクを本硬化（完全に固化）させることが可能
な強度の紫外光を照射する。本硬化ユニット９０は、仮硬化用の光源よりも強い照射エネ
ルギーの紫外光を照射するための本硬化用光源９１を有する。本硬化用光源９１は、ドラ
ム１１の下部に設けられている。また、本硬化用光源９１は、媒体Ｓがドラム１１から離
れてから第３ローラー１４に達するまでの間において、媒体に紫外光を照射する。例えば
、本硬化用光源９１として、メタルハライドランプなどが採用される。なお、本硬化ユニ
ット９０は、本硬化用光源９１の紫外光を媒体側に反射させる反射鏡や、排熱のためのフ
ィン、ファン及びダクトなども備えている。
【００３６】
　なお、「本硬化」とは、媒体上に形成されたドットを、印刷物を使用するのに必要な硬
化状態まで硬化させることをいう。「仮硬化」とは、インクの仮留め（ピニング）を意味
し、ドットのブリードや混色を防止するために、本硬化の前に硬化させることをいい、一
般に、仮硬化における転化率は仮硬化の後で行う本硬化による転化率よりも低い。なお、
転化率とは、インク組成物に含まれる重合性化合物が硬化物へ転化する率を意味し、光照
射によるインク組成物の硬化度と換言することができる。
【００３７】
　＜ヘッドユニットの構成＞
　図３Ａは、ブラックヘッドユニット４１Ｋの構成の説明図である。ここでは、ブラック
ヘッドユニット４１Ｋについて説明するが、他の色のヘッドユニットの構成も同様である
。
【００３８】
　ブラックヘッドユニット４１Ｋは、６個のヘッドアセンブリ４１１を有する。６個のヘ
ッドアセンブリ４１１は、紙幅方向に沿って千鳥状に配置されている。すなわち、搬送方
向上流側の３個のヘッドアセンブリ４１１と下流側の３個のヘッドアセンブリ４１１とが
、紙幅方向に互い違いにずれて配置されている。
【００３９】
　図３Ｂは、ヘッドアセンブリ４１１の構成の説明図である。ヘッドアセンブリ４１１は
、６個のヘッド４１２を有する。６個のヘッド４１２は、紙幅方向に沿って千鳥状に配置
されている。すなわち、搬送方向上流側の３個のヘッド４１２と下流側の３個のヘッド４
１２とが、紙幅方向に互い違いにずれて配置されている。
【００４０】
　図３Ｃは、ヘッド４１２におけるノズルの配置の説明図である。ヘッド４１２は、３６
０個のノズルを有する。３６０個のノズルは、紙幅方向に沿って１列に配置されて、ノズ
ル列を構成している。３６０個のノズルは１／３６０インチの間隔（ノズルピッチ）にて
並んでいる。
【００４１】
　上記のようにブラックヘッドユニット４１Ｋが構成されることにより、ブラックヘッド
ユニット４１Ｋに属する多数のノズルが実質的に１／３６０インチの間隔にて紙幅方向に
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並ぶことになる。これにより、ブラックヘッドユニット４１Ｋは、ドットを媒体に１／３
６０インチの間隔（ドットピッチ）にて形成することが可能になる。なお、６個のヘッド
アセンブリを千鳥状に配置するのではなく、３６個のヘッド４１２を千鳥状に配置しても
良い。要するに、多数のノズルが実質的に所定のノズルピッチで紙幅方向に並んでいれば
よい。
【００４２】
　＜印刷方法＞
　印刷装置１は、搬送ユニット１０に媒体を搬送させ、媒体を搬送させながら、マゼンタ
ヘッドユニット４１Ｍからマゼンタインクを吐出して、マゼンタドットを媒体に形成し、
そのマゼンタドットにマゼンタ用光源８１Ｍから紫外光を照射して、マゼンタドットを仮
硬化させる。
【００４３】
　印刷装置１が媒体の搬送を続けると、マゼンタドットが形成された部分（マゼンタ画像
が形成された領域）がシアンヘッドユニット４１Ｃに到達する。印刷装置１は、媒体を搬
送させながら、シアンヘッドユニット４１Ｃからシアンインクを吐出して、シアンドット
を媒体に形成する。既にマゼンタドットは仮硬化しているため、マゼンタドットとシアン
ドットが滲むことは無い。印刷装置１は、シアン用光源８１Ｃから紫外光を照射して、シ
アンドットを仮硬化させる。
【００４４】
　印刷装置１が更に媒体の搬送を続けると、マゼンタドット及びシアンドットが形成され
た部分（マゼンタ画像及びシアン画像が形成された領域）がブラックヘッドユニット４１
Ｋに到達する。印刷装置１は、媒体を搬送させながら、ブラックヘッドユニット４１Ｋか
らブラックインクを吐出して、ブラックドットを媒体に形成する。既にマゼンタドット及
びシアンドットは仮硬化しているため、ブラックドットが他のドットと滲むことは無い。
印刷装置１は、ブラック用光源８１Ｋから紫外光を照射して、ブラックドットを仮硬化さ
せる。
【００４５】
　本実施形態では、イエロードットが形成される前に、他の色（マゼンタ、シアン、ブラ
ック）のカラードットが形成され、これらのドットは仮硬化されている。このようにする
ために、本実施形態では、イエローヘッドユニット４１Ｙは、他の色のカラーインクを吐
出するヘッドユニットや、そのヘッドユニットに対応する仮硬化用の光源よりも搬送方向
下流側に配置されているのである。これにより、他の色の仮硬化用の光源がイエローイン
クに比較的弱い照射エネルギーで紫外光を照射することを避けている。
【００４６】
　印刷装置１が媒体の搬送を続けると、マゼンタドット、シアンドット及びブラックドッ
トが形成された部分（マゼンタ画像、シアン画像及びブラック画像が形成された領域）が
イエローヘッドユニット４１Ｙに到達する。印刷装置１は、媒体を搬送させながら、イエ
ローヘッドユニット４１Ｙからイエローインクを吐出して、イエロードットを媒体に形成
する。既に他の色のカラードットは仮硬化しているため、イエロードットが他のドットと
滲むことは無い。
【００４７】
　本実施形態では、仮硬化用のイエロー用光源は設けられていない。このため、イエロー
ドットは仮硬化されない。但し、イエロードットを形成した後に、他の色のカラードット
を形成しないため、イエロードットが他のドットと滲むことは無い。
【００４８】
　イエロードットに仮硬化の紫外光（本硬化の紫外光と比べると弱い照射エネルギーの紫
外光）が照射されないため、イエロードットの表面にしわが発生することを抑制できる。
仮にイエローのような明るい色の表面にしわが発生すると、しわによる明暗が視認されや
すく、画質が低下する。本実施形態では、イエロードットのしわの発生を抑制できるため
、画質が向上する。
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【００４９】
　印刷装置１が更に媒体の搬送を続けると、カラードットが形成された部分（カラー画像
が形成された領域）が本硬化ユニット９０の本硬化用光源９１により紫外光を照射されて
本硬化し、カラードットから構成されるカラー画像が媒体に印刷される。仮硬化されてい
ないイエロードットは、本硬化用光源９１からの紫外光によって硬化する。このため、第
１実施形態の本硬化用光源９１は、イエロー用光源として機能する。
【００５０】
　本実施形態では、イエロードットは仮硬化されていないが、イエロードットの形成後、
イエロードットがすぐに本硬化されるため、イエロードットが濡れ広がらずに済む。また
、本硬化用光源９１は仮硬化用の光源よりも強い照射エネルギーの紫外光を照射するため
、本硬化時にはイエロードットの内部まで紫外光が届く（重合性化合物の転化率が高くな
る）。このため、イエロードットにしわが発生することはない。
【００５１】
　＜比較例との対比＞
　図４は、比較例の印刷装置１の説明図である。比較例では、イエローヘッドユニット４
１Ｙがブラックヘッドユニット４１Ｋよりも搬送方向上流側に設けられ、イエロードット
を仮硬化させるためのイエロー用光源８１Ｙが設けられている点で第１実施形態と異なっ
ている。
【００５２】
　比較例においても、マゼンタヘッドユニット４１Ｍを他の色のヘッドユニットよりも搬
送方向上流側に配置させている。減色法の３原色であるマゼンタ（又はシアン）のヘッド
ユニットを最上流側に配置させた場合、比較例のように、次に残りの２つの原色のヘッド
ユニット（シアンヘッドユニット４１Ｃ及びイエローヘッドユニット４１Ｙ）を配置し、
最後に３原色ではないブラックヘッドユニット４１Ｋを配置することが考えられる。
【００５３】
　但し、このように配置すると、イエローヘッドユニット４１Ｙがイエロードットを形成
した後に、ブラックインクが吐出されることになる。そして、イエロードットがブラック
ドットと滲むことを防止するために、イエロードットを仮硬化させるためのイエロー用光
源８１Ｙを設ける必要がある。
【００５４】
　仮硬化用のイエロー用光源８１Ｙは、イエロードットを完全に硬化させない程度の紫外
光を照射する。仮にイエロー用光源８１Ｙがイエロードットを完全に硬化させるほどの強
い照射エネルギーで紫外光を照射すると、その後に塗布されるブラックインクが弾かれて
しまい、カラー画像の画質が低下するためである。
【００５５】
　しかし、イエロードットに比較的弱い照射エネルギーで紫外光を照射して仮硬化させる
と、イエロードットの表面で紫外光が吸収されてしまい、イエロードットの内部まで紫外
光が届かない。この場合、イエロードットの表面だけが硬化し、内部は流動性を持つ状態
になる。この状態のイエロードットに対して本硬化用光源９１が強い照射エネルギーで紫
外光を照射して本硬化させると、イエロードットの内部のイエローインクが硬化収縮する
ことによって、表面（既に硬化している表面）にしわが発生してしまう。
【００５６】
　イエローのような明るい色の表面にしわが発生すると、しわによる明暗が視認されやす
い。このため、比較例のような印刷装置１の構成（特にイエローヘッドユニット４１Ｙの
配置）では、画質が低下してしまう。
【００５７】
　これに対し、図１に示す第１実施形態の印刷装置１によれば、イエローヘッドユニット
４１Ｙが、他の色のカラーインクを吐出するヘッドユニットや、そのヘッドユニットに対
応する仮硬化用の光源よりも搬送方向下流側に配置されている。これにより、イエロード
ットに仮硬化の紫外光（通常の仮硬化用の紫外光）が照射されないため、イエロードット
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の表面にしわが発生することを抑制できる。この結果、画質が向上する。
【００５８】
　＝＝＝第２実施形態＝＝＝
　図５は、第２実施形態の印刷装置１の概略側面図である。第２実施形態では、イエロー
用光源８１Ｙと、クリアヘッドユニット４１ＣＬとが設けられている点で第１実施形態と
異なっている。
【００５９】
　クリアヘッドユニット４１ＣＬは、クリアインクを吐出する。クリアインクは、カラー
画像の光沢性を調整するため、若しくは、カラー画像の表面に保護膜を形成するため、カ
ラー画像の表面に塗布する無色透明なインクである。なお、クリアインクは、無色透明で
あるため、カラー画像の印刷に用いられるカラーインクとは異なるインクである。本実施
形態のクリアインクも、紫外光を照射すると硬化するＵＶインクで構成されている。なお
、クリアヘッドユニット４１ＣＬの搬送方向下流側に、クリアインクを仮硬化させるため
の光源を設けても良い。
【００６０】
　クリアインクはカラー画像の上に塗布されるインクであるため、クリアヘッドユニット
４１ＣＬは、カラーインクを吐出するヘッドユニットよりも搬送方向下流側に設けられる
。このため、クリアヘッドユニット４１ＣＬは、イエローヘッドユニット４１Ｙよりも搬
送方向下流側に設けられることになる。
【００６１】
　イエローヘッドユニット４１Ｙの搬送方向下流側には、イエロー用光源８１Ｙが設けら
れている。イエロー用光源８１Ｙがイエロードットに紫外光を照射することによって、イ
エロードットを硬化させ、その後に塗布されるクリアインクとイエロードットが滲むこと
を防止できる。
【００６２】
　第２実施形態のイエロー用光源８１Ｙは、イエロードットの内部まで紫外光が届くよう
に、他の色の仮硬化用光源（マゼンタ用光源８１Ｍ、シアン用光源８１Ｃ、ブラック用光
源８１Ｋ）が照射する紫外光よりも強い照射エネルギーの紫外光を照射する。この結果、
イエロードットは、通常の仮硬化よりも高い硬化度（高い転化率）で仮硬化する（この仮
硬化のことを「強仮硬化」又は「強ピニング」と呼ぶことがある）。これにより、イエロ
ードットのしわの発生を抑制できる。
【００６３】
　イエロー用光源８１Ｙは、他の色の仮硬化用光源と同様に、ＬＥＤ（発光ダイオード）
で構成されている。ここでは、イエロー用光源８１ＹのＬＥＤに他の色の仮硬化用光源の
ＬＥＤよりも多くの電流を流し、照射強度（照度）［ｍＷ／ｃｍ２］を高めることによっ
て、イエロー用光源８１Ｙの照射エネルギー（積算光量）［ｍＪ／ｃｍ２］を強くしてい
る。但し、照射強度が同じであっても、イエロー用光源８１Ｙの搬送方向の長さを他の色
の仮硬化用光源よりも長く構成することによって（照射時間［ｓ］を長くすることによっ
て）、照射エネルギーを強くしても良い。
【００６４】
　イエロー用光源８１Ｙが比較的強い照射エネルギーの紫外光を照射するため、イエロー
ドットがインクを弾く性質を帯びることがある。但し、この段階では全てのカラードット
が形成されており（カラー画像が完成しており）、これ以後にカラーインクが塗布される
ことはないため、カラーインクが弾かれて画質が低下するおそれはない。イエロードット
の強ピニング後に塗布されるクリアインクは、無色透明なインクであるとともに、カラー
画像の表面を覆うように一様に塗布されるインクであるため、イエローインクに弾かれて
もカラー画像の画質への影響は小さい。このため、イエロー用光源８１Ｙが比較的強い照
射エネルギーで紫外光を照射することは許容されている。
【００６５】
　第２実施形態の印刷装置１においても、イエローヘッドユニット４１Ｙが、他の色のカ
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ラーインクを吐出するヘッドユニットや、そのヘッドユニットに対応する仮硬化用の光源
よりも搬送方向下流側に配置されている。これにより、イエロードットに仮硬化の紫外光
（通常の仮硬化用の紫外光）が照射されないため、イエロードットの表面にしわが発生す
ることを抑制できる。
【００６６】
　＝＝＝第３実施形態＝＝＝
　図６は、第３実施形態の印刷装置１の概略側面図である。第３実施形態では、イエロー
用光源８１Ｙと、第１ホワイトインクヘッド４１Ｗと、第２ホワイトインクヘッド４２Ｗ
が設けられている点で第１実施形態と異なっている。
【００６７】
　第１ホワイトヘッドユニット４１Ｗ及び第２ホワイトヘッドユニット４２Ｗは、白色の
ホワイトインクを吐出する。ホワイトインクは、透明な媒体にカラー画像を形成する際に
用いられる背景色インクである。透明な媒体にカラー画像を単独で形成するとカラー画像
の視認性が良くないため、カラー画像と共にホワイトインクで背景画像を形成することに
よって、カラー画像の遮光性（遮蔽性）を向上させて、カラー画像の視認性を高めている
。このため、ホワイトインクは、カラーインクよりも光透過率が低く、遮光性の高いイン
クである。ホワイトインクの顔料の平均粒径は、例えば３００ｎｍ～４００ｎｍであり、
カラーインクの顔料の平均粒径（２００ｎｍ程度）と比べると大きい。
【００６８】
　通常、不透明な媒体にカラー画像を印刷する場合には、第１ホワイトヘッドユニット４
１Ｗ及び第２ホワイトヘッドユニット４２Ｗは用いられない。但し、カラー画像の下地と
なる媒体の色を調整する目的で、第１ホワイトヘッドユニット４１Ｗや第２ホワイトヘッ
ドユニット４２Ｗからホワイトインクが媒体に吐出されても良い。
【００６９】
　カラー画像とともに背景画像を印刷する方法として、次に説明する表刷り印刷と裏刷り
印刷とがある。
【００７０】
　図７Ａは、表刷り印刷により形成される画像（表刷り印刷画像）の説明図である。「表
刷り印刷」とは、媒体の印刷面の側（おもて側）から印刷画像を見るための印刷である。
このため、「表刷り印刷」で背景画像及びカラー画像を形成する場合には、背景画像を媒
体に形成した後に、その背景画像の上にカラー画像を形成することになる。
【００７１】
　表刷り印刷を行う場合、印刷装置１は、第１ホワイトヘッドユニット４１Ｗを用いて、
媒体に背景画像（白画像）を形成する。すなわち、印刷装置１は、媒体を搬送させながら
、第１ホワイトヘッドユニット４１Ｗからホワイトインクを吐出して、ホワイトドットを
媒体に形成し、そのホワイトドットに第１ホワイト用光源８１Ｗから紫外光を照射してホ
ワイトドットを仮硬化させて、背景画像を形成する。その後、第１ホワイトヘッドユニッ
ト４１Ｗよりも搬送方向下流側のヘッドユニットを用いて、仮硬化後の背景画像の上にカ
ラー画像が形成される。本硬化用光源９１は、カラー画像と、そのカラー画像の下の背景
画像に紫外光を照射して、カラー画像と背景画像を本硬化させることになる。
【００７２】
　図７Ｂは、裏刷り印刷により形成される画像（裏刷り印刷画像）の説明図である。「裏
刷り印刷」とは、透明な媒体越しに（媒体の印刷面の裏側から）印刷画像を見るための印
刷である。このため、「裏刷り印刷」で背景画像及びカラー画像を形成する場合には、カ
ラー画像を媒体に形成した後に、そのカラー画像の上に背景画像を形成する。
【００７３】
　裏刷り印刷を行う場合、印刷装置１は、第２ホワイトヘッドユニット４２Ｗを用いて、
媒体に背景画像（白画像）を形成する。すなわち、印刷装置１は、媒体を搬送させながら
、第２ホワイトヘッドユニット４２Ｗよりも搬送方向上流側のヘッドユニットを用いてカ
ラー画像を形成し、仮硬化後のカラー画像の上に第２ホワイトヘッドユニット４２Ｗから
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ホワイトインクを吐出して、カラー画像の上にホワイトドットを形成し、そのホワイトド
ットに第２ホワイト用光源８２Ｗから紫外光を照射してホワイトドットを仮硬化させて、
背景画像を形成する。本硬化用光源９１は、カラー画像と、そのカラー画像の上の背景画
像に紫外光を照射して、カラー画像と背景画像を本硬化させることになる。
【００７４】
　なお、図７Ａ及び図７Ｂでは、背景画像とカラー画像の層が明確に分離して描かれてい
るが、実際には、各層が明確に分離しているとは限らない。例えば、図７Ａの表刷り印刷
画像の背景画像を構成するホワイトドットの間に隙間があれば、カラー画像を構成するカ
ラードットの一部が透明媒体Ｓの上に形成されることもある。
【００７５】
　裏刷り印刷を行う場合、媒体にイエロードットが形成された後に、ホワイトドットが形
成されることになる。このときにイエロードットとホワイトドットの滲みを防止するため
に、イエロー用光源８１Ｙが設けられている。イエロー用光源８１Ｙは、イエローヘッド
ユニット４１Ｙの搬送方向下流側に設けられている。
【００７６】
　第３実施形態のイエロー用光源８１Ｙも、第２実施形態と同様に、イエロードットの内
部まで紫外光が届くように、他の色の仮硬化用光源（マゼンタ用光源８１Ｍ、シアン用光
源８１Ｃ、ブラック用光源８１Ｋ）が照射する紫外光よりも強い照射エネルギーで紫外光
を照射する。この結果、イエロードットは、通常の仮硬化よりも高い硬化度（高い転化率
）で仮硬化する（強仮硬化、強ピニング）。これにより、イエロードットのしわの発生を
抑制できる。
【００７７】
　イエロー用光源８１Ｙが比較的強い照射エネルギーで紫外光を照射するため、イエロー
ドットがインクを弾く性質を帯びることがある。但し、この段階では全てのカラードット
が形成されており（カラー画像が完成しており）、これ以後にカラーインクが塗布される
ことはないため、カラーインクが弾かれて画質が低下するおそれはない。イエロードット
の硬化後に第２ホワイトヘッドユニット４２Ｗから吐出されるホワイトインクは、カラー
画像の遮光性を向上させるためにカラー画像の表面を覆うように一様に塗布されるインク
であるため、イエローインクに弾かれてもカラー画像の画質への影響は小さい。このため
、イエロー用光源８１Ｙが比較的強い照射エネルギーで紫外光を照射することは許容され
ている。
【００７８】
　第３実施形態の印刷装置１においても、イエローヘッドユニット４１Ｙが、他の色のカ
ラーインクを吐出するヘッドユニットや、そのヘッドユニットに対応する仮硬化用の光源
よりも搬送方向下流側に配置されている。これにより、イエロードットに仮硬化の紫外光
（通常の仮硬化用の紫外光）が照射されないため、イエロードットの表面にしわが発生す
ることを抑制できる。
【００７９】
　＝＝＝第４実施形態＝＝＝
　図８は、第４実施形態の印刷装置１の概略側面図である。第４実施形態では、前述のイ
エローインク（以下、第１イエローインク）よりも光透過率の高いイエローインク（以下
、第２イエローインク）を吐出する第２イエローヘッドユニット４２Ｙと、第２イエロー
用光源８２Ｙとが設けられている点で第３実施形態と異なっている。
【００８０】
　第４実施形態の説明では、前述のイエローヘッドユニット４１Ｙのことを、第２イエロ
ーヘッドユニット４２Ｙと区別するために「第１イエローヘッドユニット４１Ｙ」と呼ぶ
。同様に、前述のイエロー用光源８１Ｙのことを「第１イエロー用光源８１Ｙ」と呼ぶ。
【００８１】
　第２イエローヘッドユニット４２Ｙが吐出する第２イエローインクは、第１イエローイ
ンクよりも光透過率の高いインクである。カラー画像の印刷に用いられるカラーインク（
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第１イエローインク、シアンインク及びマゼンタインク）は、透明媒体にカラー画像を印
刷することがあるため、できるだけカラー画像の遮光性を高める必要があるのに対し、第
２イエローインクは、このような目的以外で用いられるために、光透過率の高いインクに
なっている。第２イエローインクの顔料の平均粒径は、光透過率を高めるために、第１イ
エローインクの顔料の平均粒径（２００ｎｍ程度）と比べて小さい（１００ｎｍ以下）。
【００８２】
　第４実施形態では、第２イエローインクで淡黄画像を形成した透明媒体を金属光沢面に
取り付けることによって、金色の画像を表現することを可能にしている。これにより、第
４実施形態の印刷装置１は、高価な光輝性インクを用いずに、金色を表現することが可能
である。以下、この点について説明する。
【００８３】
　図９Ａ及び図９Ｂは、ラベルＬの印刷方法の説明図である。ここでは、白色の背景画像
の中にカラーと金色の星印のあるラベルＬを印刷する場合について説明する。
【００８４】
　このラベルＬは、金色画像（淡黄画像）の形成される金色領域と、それ以外の領域とに
分けることができる。金色領域には、第２イエローインク（光透過率の高いイエローイン
ク）が塗布される。第２イエローインクは第１イエローインクよりも遮光性が低いため、
この段階では、金色領域には、淡い黄色の画像（淡黄画像）が印刷されている。この金色
領域には、ホワイトインクやカラーインク（第１イエローインク、シアンインク及びマゼ
ンタインク）は塗布されない。金色領域以外の領域には、裏刷り印刷に従って、背景画像
とカラー画像とが形成される。
【００８５】
　印刷装置１は、媒体を搬送させながら、マゼンタ、シアン、ブラック、第１イエローの
順にカラードットの形成と仮硬化を行い、カラー画像を形成する。次に、印刷装置１は、
更に媒体を搬送させ、第２イエローヘッドユニット４２Ｙから第２イエローインクを吐出
して、金色領域に第２イエロードットを形成し（淡黄画像を形成し）、その第２イエロー
ドットに第２イエロー用光源８２Ｙから紫外光を照射して第２イエロードットを仮硬化さ
せて、金色画像（淡黄画像）を形成する。印刷装置１は、更に媒体を搬送させ、黄色領域
以外の領域に第２ホワイトヘッドユニット４２Ｗからホワイトインクを吐出して、カラー
画像の上にホワイトドットを形成し、そのホワイトドットに第２ホワイト用光源８２Ｗか
ら紫外光を照射してホワイトドットを仮硬化させて、背景画像を形成する。最後に、印刷
装置１は、金色画像（淡黄画像）、カラー画像及び背景画像が形成された媒体を更に搬送
させ、本硬化用光源９１から紫外光を照射し、金色画像（淡黄画像）、カラー画像及び背
景画像を本硬化させることになる。
【００８６】
　図９Ｃは、金色の表現の原理の説明図である。　
　ラベルＬを金属光沢面に密着させると、淡黄画像のすぐ下に金属光沢面が位置すること
になる。アルミニウム缶やスチール缶にラベルＬを巻き付けると、銀色の金属光沢面にラ
ベルＬが密着し、淡黄画像が銀色の金属光沢を帯びて視認され、金色領域は金色に見える
ようになる。
【００８７】
　カラー画像は淡黄画像と比べて遮光性があるため、金属光沢を帯びて視認されにくい。
更に、カラー画像の上には背景画像が形成されているため、銀色の金属光沢面にラベルＬ
を巻き付けて媒体越しにカラー画像を見ても、外部の光は背景画像によって遮光され、カ
ラー画像が金属光沢を帯びて視認されにくい。このため、カラー画像は、銀色の金属光沢
面にラベルＬが密着しても、通常の裏刷り印刷の場合と同様に視認されることになる。
【００８８】
　第４実施形態では、第１イエロー用光源８１Ｙ及び第２イエロー用光源８２Ｙは、他の
色の仮硬化用の光源（マゼンタ用光源８１Ｍ、シアン用光源８１Ｃ、ブラック用光源８１
Ｋ）よりも、紫外光の照射量が多い。これにより、イエローインクに通常の仮硬化用の紫
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外光（比較的弱い照射エネルギーの紫外光）が照射されることを避けて、仮硬化の段階で
イエローインクの内部まで紫外光が届くようにしている。この結果、イエロードットは、
通常の仮硬化よりも高い硬化度（高い転化率）で仮硬化する（強仮硬化、強ピニング）。
【００８９】
　第１イエロー用光源８１Ｙが比較的強い照射エネルギーで紫外光を照射するため、第１
イエロードットがインクを弾く性質を帯びることがある。但し、この段階では全てのカラ
ードットが形成されており（カラー画像が完成しており）、これ以後にカラーインクが塗
布されることはないため、カラーインクが弾かれて画質が低下するおそれはない。また、
第２イエローインクは、金色領域だけに塗布されるため、第１イエロードットが形成され
た領域には塗布されないため、第２イエローインクが弾かれるおそれはない。このため、
第１イエロー用光源８２Ｙが比較的強い照射エネルギーで紫外光を照射することは許容さ
れている。
【００９０】
　第２イエロー用光源８２Ｙが比較的強い照射エネルギーで紫外光を照射するため、第２
イエロードットがインクを弾く性質を帯びることがある。但し、第２イエローインクが塗
布された金色領域には、その後にカラーインクやホワイトインクが塗布されることはない
ので、第２イエロードットがインクを弾く性質を帯びることは問題にならない。このため
、第２イエロー用光源８２Ｙが比較的強い照射エネルギーで紫外光を照射することは許容
されている。
【００９１】
　第４実施形態の印刷装置１においても、第１イエローヘッドユニット４１Ｙが、他の色
のカラーインクを吐出するヘッドユニットや、そのヘッドユニットに対応する仮硬化用の
光源よりも搬送方向下流側に配置されている。これにより、第１イエロードットに仮硬化
の紫外光（通常の仮硬化用の紫外光）が照射されないため、第１イエロードットの表面に
しわが発生することを抑制できる。
【００９２】
　また、第４実施形態の印刷装置１では、第２イエローヘッドユニット４１Ｙが、カラー
インクを吐出するヘッドユニットや、そのヘッドユニットに対応する仮硬化用の光源より
も搬送方向下流側に配置されている。これにより、第２イエロードットに仮硬化の紫外光
（通常の仮硬化用の紫外光）が照射されないため、光透過性の淡黄画像にしわが発生する
ことを抑制し、高画質な金色を表現可能にしている。
【００９３】
　＝＝＝第５実施形態＝＝＝
＜印刷装置１の構成＞
　図１０Ａ及び図１０Ｂは、第５実施形態の印刷装置１の概略側面図である。
【００９４】
　ヘッドユニット４０は、搬送方向上流側から順に、マゼンタヘッドユニット４１Ｍ、シ
アンヘッドユニット４１Ｃ、ブラックヘッドユニット４１Ｋ、イエローヘッドユニット４
１Ｙ及びクリアヘッドユニット４１ＣＬを有する。各ヘッドユニットは、ドラム１１の表
面に沿って設けられている。
【００９５】
　カラーインクを吐出するヘッドユニット（マゼンタヘッドユニット４１Ｍ、シアンヘッ
ドユニット４１Ｃ、ブラックヘッドユニット４１Ｋ及びイエローヘッドユニット４１Ｙ）
は、印刷装置１に標準装備されている。これに対し、クリアヘッドユニット４１ＣＬは、
図１０Ａ及び図１０Ｂを比較して理解できるように、オプション装備であり、印刷装置１
に装備するか否かを任意に選択できる。
【００９６】
　図１１Ａは、カラーインク及びクリアインクの本硬化に必要な照射エネルギー（積算光
量）の表である。カラーインクの本硬化に必要な照射エネルギー（積算光量）は、５００
ｍＪ／ｃｍ２以上である。クリアインクの本硬化に必要な照射エネルギーは、２８０ｍＪ
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／ｃｍ２以上である。なお、本実施形態のＵＶインクの組成は、後述の図１３のインクセ
ット１に示す通りである。
【００９７】
　クリアインクは、カラーインクよりも、本硬化に必要な照射エネルギーが弱い。つまり
、カラーインクの本硬化に必要な照射エネルギーをＰｃ、クリアインクの本硬化に必要な
照射エネルギーをＰｃｌとすると、Ｐｃｌ＜Ｐｃである。この理由は、クリアインクはカ
ラーインクのような色材を含まないので、色材による紫外光の吸収が無いためだと考えら
れる。
【００９８】
　仮硬化ユニット８０は、搬送方向上流側から順に、マゼンタ用光源８１Ｍ、シアン用光
源８１Ｃ、ブラック用光源８１Ｋ及びイエロー用光源８１Ｙを有する。仮硬化用の各色の
光源は、ドラム１１の表面に沿って設けられている。また、各色の光源は、対応する色の
ヘッドユニットの下流側に設けられている。
【００９９】
　イエロー用光源８１Ｙは、他の色の仮硬化用光源（マゼンタ用光源８１Ｍ、シアン用光
源８１Ｃ、ブラック用光源８１Ｋ）が照射する紫外光よりも強い照射エネルギーで紫外光
を照射する。この結果、イエロードットは、通常の仮硬化よりも高い硬化度（高い転化率
）で仮硬化する（強仮硬化、強ピニング）。これにより、イエロードットのしわの発生を
抑制できる。
【０１００】
　本硬化ユニット９０は、仮硬化用の光源よりも強い照射エネルギーで紫外光を照射する
ための本硬化用光源９２を有する。本硬化用光源９２は、クリアヘッドユニット４１ＣＬ
の下流側に設けられている。
【０１０１】
　図１１Ｂは、各光源の照射強度（照度）と照射エネルギー（積算光量）の表である。本
実施形態では、どの光源にも同じＬＥＤを採用し、ＬＥＤに流す電流も同じにしているた
め、どの光源も同じ照射強度（１２００ｍＷ／ｃｍ２）である。但し、それぞれの光源の
搬送方向の長さが異なるため（図１２参照）、それぞれの光源の照射時間が異なり、各光
源の照射エネルギーが異なっている。
【０１０２】
　具体的には、通常の仮硬化用のマゼンタ用光源８１Ｍ、シアン用光源８１Ｃ及びブラッ
ク用光源８１Ｋの照射エネルギーは、それぞれ２０ｍＪ／ｃｍ２である。強仮硬化用のイ
エロー用光源８１Ｙの照射エネルギーは、２００ｍＪ／ｃｍ２である。本硬化用光源９２
の照射エネルギーは、３００ｍＪ／ｃｍ２である。
【０１０３】
　第５実施形態の印刷装置１においても、イエローヘッドユニット４１Ｙが、他の色のカ
ラーインクを吐出するヘッドユニットや、そのヘッドユニットに対応する仮硬化用の光源
よりも搬送方向下流側に配置されている。これにより、イエロードットに仮硬化の紫外光
（照射エネルギーが２０ｍＪ／ｃｍ２の通常の仮硬化用の紫外光）が照射されないため、
イエロードットの表面にしわが発生することを抑制できる。
【０１０４】
　＜照射エネルギーＰの関係＞
　本実施形態では、強仮硬化用のイエロー用光源８１Ｙの照射エネルギーをＰ１（＝２０
０ｍＪ／ｃｍ２）、本硬化用光源９２の照射エネルギーをＰ２（＝３００ｍＪ／ｃｍ２）
とすると、カラーインクの本硬化に必要な照射エネルギーＰｃ（＝５００ｍＪ／ｃｍ２）
は、Ｐ１＜Ｐｃ≦Ｐ１＋Ｐ２の関係になっている。　
　Ｐ１＜Ｐｃの関係であるため、カラードット（特に、最後に形成されるイエロードット
）は、強仮硬化用のイエロー用光源８１Ｙから紫外光を照射された段階では、本硬化しな
い。このため、カラードットが本硬化する前にクリアインクが塗布されるので、クリアイ
ンクがカラードットに弾かれることが抑制される。　
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　一方、Ｐｃ≦Ｐ１＋Ｐ２の関係になっているため、カラードットは、本硬化用光源９２
から紫外光を照射されると本硬化する。このため、カラードットが本硬化しない状態で印
刷を完了することは無い。
【０１０５】
　本実施形態では、カラーインクの本硬化に必要な照射エネルギーをＰｃ（＝５００ｍＪ
／ｃｍ２）、クリアインクの本硬化に必要な照射エネルギーをＰｃｌ（＝２８０ｍＪ／ｃ
ｍ２）とすると、本硬化用光源９２の照射エネルギーＰ２（＝３００ｍＪ／ｃｍ２）は、
Ｐｃｌ＜Ｐ２＜Ｐｃの関係になっている。　
　Ｐｃｌ＜Ｐ２の関係であるため、クリアドットは、本硬化用光源９２から紫外光を照射
されると本硬化する。このため、クリアドットが本硬化しない状態で印刷を完了すること
は無い。　
　一方、Ｐ２＜Ｐｃの関係であるため、本硬化用光源９２を照射エネルギーの弱い光源で
構成することができる。このため、本実施形態の本硬化用光源９２は、前述の本硬化用光
源９１とは異なり、ドラム１１の表面に沿って設けることができる（図１０参照）。なお
、カラードットは、本硬化用光源９２から紫外光を照射される前に、強仮硬化用のイエロ
ー用光源８１Ｙから紫外光を照射されているので、Ｐ２＜Ｐｃの関係でも、カラードット
は本硬化用光源９２から紫外光を照射されると本硬化する。
【０１０６】
　本実施形態では、通常の仮硬化用光源の照射エネルギーをＰ０（＝２０ｍＪ／ｃｍ２）
、最初に形成されたカラードット（ここではマゼンタドット）に対する通常の仮硬化用光
源からの紫外光照射回数をｎ（＝３回）とすると、Ｐ０×ｎ＋Ｐ１＜Ｐｃの関係になって
いる。このため、最初に形成されたカラードットは、強仮硬化用のイエロー用光源８１Ｙ
から紫外光を照射された段階では、本硬化しない。これにより、カラードットが本硬化す
る前にクリアインクが塗布されるので、クリアインクがカラードットに弾かれることが抑
制される。
【０１０７】
　＜光源の搬送方向の長さＬの関係＞
　図１２は、強仮硬化用のイエロー用光源８１Ｙ及び本硬化用光源９２をドラム１１側か
ら見た図である。イエローの仮硬化用光源８１Ｙの搬送方向上流側には、イエローヘッド
ユニット４１Ｙがある。強仮硬化用のイエロー用光源８１Ｙと本硬化用光源９２の間には
、オプション装備のクリアヘッドユニット４１ＣＬが点線で記載されている。
【０１０８】
　強仮硬化用のイエロー用光源８１Ｙ及び本硬化用光源９２のそれぞれの下面には、多数
のＬＥＤ（発光ダイオード）が２次元的に配置されている。これらのＬＥＤに同程度の電
流が流れるため、本硬化用光源９２の紫外光の照射強度（照度）［ｍＷ／ｃｍ２］は、仮
硬化用の光源の紫外光の照射強度とほぼ同じになる。
【０１０９】
　強仮硬化用のイエロー用光源８１Ｙの搬送方向の長さをＬ１、本硬化用光源９２の搬送
方向の長さをＬ２とすると、Ｌ１：Ｌ２＝２００：３００に構成されている。これにより
、強仮硬化用のイエロー用光源８１Ｙの照射エネルギーをＰ１、本硬化用光源９２の照射
エネルギーをＰ２としたとき、Ｐ１：Ｐ２＝２００：３００にすることができる。そして
、搬送速度を所定の速度にすることによって、イエロー用光源８１Ｙの照射エネルギーを
２００ｍＪ／ｃｍ２にしつつ、本硬化用光源９２の照射エネルギーを３００ｍＪ／ｃｍ２

にすることが可能になる。
【０１１０】
　なお、図１２では、それぞれの光源は１つのユニットで構成されている。但し、光源が
、複数個の小さな単位ユニットを並べることによって構成されることがある。このような
場合には、「光源の搬送方向の長さＬ」とは、搬送方向に並ぶ単位ユニットの搬送方向の
長さの合計である。
【０１１１】
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　ところで、本実施形態では、どの光源も同じ照射強度である（図１１Ｂ参照）。このた
め、図１１Ａに示すインクの本硬化に必要な照射エネルギーＰ［ｍＪ／ｃｍ２］を照射強
度Ｅ［ｍＷ／ｃｍ２］で割れば、インクの本硬化に必要な紫外光の照射時間Ｔ［ｓ］を算
出できる。さらに、媒体の搬送速度Ｖ［ｃｍ／ｓ］が既知であるので、インクの本硬化に
必要な照射時間Ｔ［ｓ］を媒体の搬送速度Ｖ［ｃｍ／ｓ］で割れば、そのインクの本硬化
に必要な光源の搬送方向の長さ［ｃｍ］を算出できる。
【０１１２】
　そして、本実施形態では、強仮硬化用のイエロー用光源８１Ｙの搬送方向の長さをＬ１
、本硬化用光源９２の搬送方向の長さをＬ２とすると、カラーインクの本硬化に必要な光
源の搬送方向の長さＬｃは、Ｌ１＜Ｌｃ≦Ｌ１＋Ｌ２の関係になっている。　
　Ｌ１＜Ｌｃの関係であるため、カラードット（特に、最後に形成されるイエロードット
）は、強仮硬化用のイエロー用光源８１Ｙから紫外光を照射された段階では、本硬化しな
い。このため、カラードットが本硬化する前にクリアインクが塗布されるので、クリアイ
ンクがカラードットに弾かれることが抑制される。　
　一方、Ｌｃ≦Ｌ１＋Ｌ２の関係になっているため、カラードットは、本硬化用光源９２
から紫外光を照射されると本硬化する。このため、カラードットが本硬化しない状態で印
刷を完了することは無い。
【０１１３】
　本実施形態では、カラーインクの本硬化に必要な光源の搬送方向の長さをＬｃ、クリア
インクの本硬化に必要な光源の搬送方向の長さをＬｃｌとすると、本硬化用光源９２の搬
送方向の長さＬ２は、Ｌｃｌ＜Ｌ２＜Ｌｃの関係になっている。　
　Ｌｃｌ＜Ｌ２の関係であるため、クリアドットは、本硬化用光源９２から紫外光を照射
されると本硬化する。このため、クリアドットが本硬化しない状態で印刷を完了すること
は無い。　
　一方、Ｌ２＜Ｌｃの関係であるため、本硬化用光源９２の搬送方向の長さを短く構成す
ることができる。なお、カラードットは、本硬化用光源９２から紫外光を照射される前に
、強仮硬化用のイエロー用光源８１Ｙから紫外光を照射されているので、Ｌ２＜Ｌｃの関
係でも、カラードットは本硬化用光源９２から紫外光を照射されると本硬化する。
【０１１４】
　＝＝＝ＵＶインク＝＝＝
　＜インク組成物＞
　以下、上記の実施形態のＵＶインクの組成物（以下、単に「インク組成物」ともいう。
）に含まれるか、又は含まれ得る添加剤（成分）を説明する。
【０１１５】
　以下の説明において、「（メタ）アクリレート」は、アクリレート及びそれに対応する
メタクリレートのうち少なくともいずれかを意味し、「（メタ）アクリル」はアクリル及
びそれに対応するメタクリルのうち少なくともいずれかを意味する。
【０１１６】
　以下の説明において、「硬化性」とは、光の照射により、光重合開始剤の存在下又は不
存在下で重合硬化する性質をいう。「吐出安定性」とは、ノズルの目詰まりがなく常に安
定したインク滴をノズルから吐出させる性質をいう。
【０１１７】
〔重合性化合物〕
　本実施形態のインク組成物に含まれる重合性化合物は、後述する光重合開始剤の作用に
より紫外光照射時に重合し、印刷されたインクを硬化させることができる。
【０１１８】
（モノマーＡ）
　本実施形態において必須の重合性化合物であるモノマーＡは、ビニルエーテル基含有（
メタ）アクリル酸エステル類であり、下記一般式（Ｉ）で示される。　
ＣＨ2＝ＣＲ1－ＣＯＯＲ2－Ｏ－ＣＨ＝ＣＨ－Ｒ3　・・・（Ｉ）
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（式中、Ｒ1は水素原子又はメチル基であり、Ｒ2は炭素数２～２０の２価の有機残基であ
り、Ｒ3は水素原子又は炭素数１～１１の１価の有機残基である。）
　インク組成物がモノマーＡを含有することにより、インクの硬化性を良好なものとする
ことができる。
【０１１９】
　上記の一般式（Ｉ）において、Ｒ2で表される炭素数２～２０の２価の有機残基として
は、炭素数２～２０の直鎖状、分枝状又は環状のアルキレン基、構造中にエーテル結合及
び／又はエステル結合による酸素原子を有する炭素数２～２０のアルキレン基、炭素数６
～１１の置換されていてもよい２価の芳香族基が好適である。これらの中でも、エチレン
基、ｎ－プロピレン基、イソプロピレン基、及びブチレン基などの炭素数２～６のアルキ
レン基、オキシエチレン基、オキシｎ－プロピレン基、オキシイソプロピレン基、及びオ
キシブチレン基などの構造中にエーテル結合による酸素原子を有する炭素数２～９のアル
キレン基が好適に用いられる。
【０１２０】
　上記の一般式（Ｉ）において、Ｒ3で表される炭素数１～１１の１価の有機残基として
は、炭素数１～１０の直鎖状、分枝状又は環状のアルキル基、炭素数６～１１の置換され
ていてもよい芳香族基が好適である。これらの中でも、メチル基又はエチル基である炭素
数１～２のアルキル基、フェニル基及びベンジル基などの炭素数６～８の芳香族基が好適
に用いられる。
【０１２１】
　上記の有機残基が置換されていてもよい基である場合、その置換基は、炭素原子を含む
基及び炭素原子を含まない基に分けられる。まず、上記置換基が炭素原子を含む基である
場合、当該炭素原子は有機残基の炭素数にカウントされる。炭素原子を含む基として、以
下に限定されないが、例えばカルボキシル基、アルコキシ基等が挙げられる。次に、炭素
原子を含まない基として、以下に限定されないが、例えば水酸基、ハロ基が挙げられる。
【０１２２】
　上記のモノマーＡとしては、以下に限定されないが、例えば、（メタ）アクリル酸２－
ビニロキシエチル、（メタ）アクリル酸３－ビニロキシプロピル、（メタ）アクリル酸１
－メチル－２－ビニロキシエチル、（メタ）アクリル酸２－ビニロキシプロピル、（メタ
）アクリル酸４－ビニロキシブチル、（メタ）アクリル酸１－メチル－３－ビニロキシプ
ロピル、（メタ）アクリル酸１－ビニロキシメチルプロピル、（メタ）アクリル酸２－メ
チル－３－ビニロキシプロピル、（メタ）アクリル酸１，１－ジメチル－２－ビニロキシ
エチル、（メタ）アクリル酸３－ビニロキシブチル、（メタ）アクリル酸１－メチル－２
－ビニロキシプロピル、（メタ）アクリル酸２－ビニロキシブチル、（メタ）アクリル酸
４－ビニロキシシクロヘキシル、（メタ）アクリル酸６－ビニロキシヘキシル、（メタ）
アクリル酸４－ビニロキシメチルシクロヘキシルメチル、（メタ）アクリル酸３－ビニロ
キシメチルシクロヘキシルメチル、（メタ）アクリル酸２－ビニロキシメチルシクロヘキ
シルメチル、（メタ）アクリル酸ｐ－ビニロキシメチルフェニルメチル、（メタ）アクリ
ル酸ｍ－ビニロキシメチルフェニルメチル、（メタ）アクリル酸ｏ－ビニロキシメチルフ
ェニルメチル、（メタ）アクリル酸２－（ビニロキシエトキシ）エチル、（メタ）アクリ
ル酸２－（ビニロキシイソプロポキシ）エチル、（メタ）アクリル酸２－（ビニロキシエ
トキシ）プロピル、（メタ）アクリル酸２－（ビニロキシエトキシ）イソプロピル、（メ
タ）アクリル酸２－（ビニロキシイソプロポキシ）プロピル、（メタ）アクリル酸２－（
ビニロキシイソプロポキシ）イソプロピル、（メタ）アクリル酸２－（ビニロキシエトキ
シエトキシ）エチル、（メタ）アクリル酸２－（ビニロキシエトキシイソプロポキシ）エ
チル、（メタ）アクリル酸２－（ビニロキシイソプロポキシエトキシ）エチル、（メタ）
アクリル酸２－（ビニロキシイソプロポキシイソプロポキシ）エチル、（メタ）アクリル
酸２－（ビニロキシエトキシエトキシ）プロピル、（メタ）アクリル酸２－（ビニロキシ
エトキシイソプロポキシ）プロピル、（メタ）アクリル酸２－（ビニロキシイソプロポキ
シエトキシ）プロピル、（メタ）アクリル酸２－（ビニロキシイソプロポキシイソプロポ
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キシ）プロピル、（メタ）アクリル酸２－（ビニロキシエトキシエトキシ）イソプロピル
、（メタ）アクリル酸２－（ビニロキシエトキシイソプロポキシ）イソプロピル、（メタ
）アクリル酸２－（ビニロキシイソプロポキシエトキシ）イソプロピル、（メタ）アクリ
ル酸２－（ビニロキシイソプロポキシイソプロポキシ）イソプロピル、（メタ）アクリル
酸２－（ビニロキシエトキシエトキシエトキシ）エチル、（メタ）アクリル酸２－（ビニ
ロキシエトキシエトキシエトキシエトキシ）エチル、（メタ）アクリル酸２－（イソプロ
ペノキシエトキシ）エチル、（メタ）アクリル酸２－（イソプロペノキシエトキシエトキ
シ）エチル、（メタ）アクリル酸２－（イソプロペノキシエトキシエトキシエトキシ）エ
チル、（メタ）アクリル酸２－（イソプロペノキシエトキシエトキシエトキシエトキシ）
エチル、（メタ）アクリル酸ポリエチレングリコールモノビニルエーテル、及び（メタ）
アクリル酸ポリプロピレングリコールモノビニルエーテルが挙げられる。
【０１２３】
　これらの中でも、低粘度で、引火点が高く、かつ、硬化性に優れるため、（メタ）アク
リル酸２－（ビニロキシエトキシ）エチル、すなわち、アクリル酸２－（ビニロキシエト
キシ）エチル及びメタクリル酸２－（ビニロキシエトキシ）エチルのうち少なくともいず
れかが好ましく、アクリル酸２－（ビニロキシエトキシ）エチルがより好ましい。（メタ
）アクリル酸２－（ビニロキシエトキシ）エチルとしては、（メタ）アクリル酸２－（２
－ビニロキシエトキシ）エチル及び（メタ）アクリル酸２－（１－ビニロキシエトキシ）
エチルが挙げられ、アクリル酸２－（ビニロキシエトキシ）エチルとしては、アクリル酸
２－（２－ビニロキシエトキシ）エチル（以下「ＶＥＥＡ」ともいう。）及びアクリル酸
２－（１－ビニロキシエトキシ）エチルが挙げられる。
【０１２４】
　モノマーＡの製造方法としては、以下に限定されないが、（メタ）アクリル酸と水酸基
含有ビニルエーテルとをエステル化する方法（製法Ｂ）、（メタ）アクリル酸ハロゲン化
物と水酸基含有ビニルエーテルとをエステル化する方法（製法Ｃ）、（メタ）アクリル酸
無水物と水酸基含有ビニルエーテルとをエステル化する方法（製法Ｄ）、（メタ）アクリ
ル酸エステルと水酸基含有ビニルエーテルとをエステル交換する方法（製法Ｅ）、（メタ
）アクリル酸とハロゲン含有ビニルエーテルとをエステル化する方法（製法Ｆ）、（メタ
）アクリル酸アルカリ（土類）金属塩とハロゲン含有ビニルエーテルとをエステル化する
方法（製法Ｇ）、水酸基含有（メタ）アクリル酸エステルとカルボン酸ビニルとをビニル
交換する方法（製法Ｈ）、水酸基含有（メタ）アクリル酸エステルとアルキルビニルエー
テルとをエーテル交換する方法（製法Ｉ）が挙げられる。
【０１２５】
（モノマーＡ以外の重合性化合物）
　また、上記のビニルエーテル基含有（メタ）アクリル酸エステル（モノマーＡ）以外に
、従来公知の、単官能、２官能、及び３官能以上の多官能といった種々のモノマー及びオ
リゴマーも使用可能である（以下、「その他の重合性化合物」という。）。上記モノマー
としては、例えば、（メタ）アクリル酸、イタコン酸、クロトン酸、イソクロトン酸及び
マレイン酸等の不飽和カルボン酸やそれらの塩又はエステル、ウレタン、アミド及びその
無水物、アクリロニトリル、スチレン、種々の不飽和ポリエステル、不飽和ポリエーテル
、不飽和ポリアミド、並びに不飽和ウレタンが挙げられる。また、上記オリゴマーとして
は、例えば、直鎖アクリルオリゴマー等の上記のモノマーから形成されるオリゴマー、エ
ポキシ（メタ）アクリレート、オキセタン（メタ）アクリレート、脂肪族ウレタン（メタ
）アクリレート、芳香族ウレタン（メタ）アクリレート及びポリエステル（メタ）アクリ
レートが挙げられる。
【０１２６】
　また、他の単官能モノマーや多官能モノマーとして、Ｎ－ビニル化合物を含んでいても
よい。Ｎ－ビニル化合物としては、Ｎ－ビニルフォルムアミド、Ｎ－ビニルカルバゾール
、Ｎ－ビニルアセトアミド、Ｎ－ビニルピロリドン、Ｎ－ビニルカプロラクタム、及びア
クリロイルモルホリン、並びにそれらの誘導体などが挙げられる。
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【０１２７】
　その他の重合性化合物のうち、（メタ）アクリル酸のエステル、即ち（メタ）アクリレ
ートが好ましい。
【０１２８】
　上記（メタ）アクリレートのうち、単官能（メタ）アクリレートとしては、例えば、イ
ソアミル（メタ）アクリレート、ステアリル（メタ）アクリレート、ラウリル（メタ）ア
クリレート、オクチル（メタ）アクリレート、デシル（メタ）アクリレート、イソミリス
チル（メタ）アクリレート、イソステアリル（メタ）アクリレート、２－エチルヘキシル
－ジグリコール（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシブチル（メタ）アクリレート、ブ
トキシエチル（メタ）アクリレート、エトキシジエチレングリコール（メタ）アクリレー
ト、メトキシジエチレングリコール（メタ）アクリレート、メトキシポリエチレングリコ
ール（メタ）アクリレート、メトキシプロピレングリコール（メタ）アクリレート、フェ
ノキシエチル（メタ）アクリレート、テトラヒドロフルフリル（メタ）アクリレート、イ
ソボルニル（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート、２－ヒ
ドロキシプロピル（メタ）アクリレート、４－ヒドロキシブチル（メタ）アクリレート、
２－ヒドロキシ－３－フェノキシプロピル（メタ）アクリレート、ラクトン変性可とう性
（メタ）アクリレート、ｔ－ブチルシクロヘキシル（メタ）アクリレート、ジシクロペン
タニル（メタ）アクリレート、及びジシクロペンテニルオキシエチル（メタ）アクリレー
トが挙げられる。
【０１２９】
　上記（メタ）アクリレートのうち、２官能（メタ）アクリレートとしては、例えば、ト
リエチレングリコールジ（メタ）アクリレート、テトラエチレングリコールジ（メタ）ア
クリレート、ポリエチレングリコールジ（メタ）アクリレート、ジプロピレングリコール
ジ（メタ）アクリレート、トリプロピレングリコールジ（メタ）アクリレート、ポリプロ
ピレングリコールジ（メタ）アクリレート、１，４－ブタンジオールジ（メタ）アクリレ
ート、ジシクロペンタニルジ（メタ）アクリレート、１，６－ヘキサンジオールジ（メタ
）アクリレート、１，９－ノナンジオールジ（メタ）アクリレート、ネオペンチルグリコ
ールジ（メタ）アクリレート、ジメチロール－トリシクロデカンジ（メタ）アクリレート
、ビスフェノールＡのＥＯ（エチレンオキサイド）付加物ジ（メタ）アクリレート、ビス
フェノールＡのＰＯ（プロピレンオキサイド）付加物ジ（メタ）アクリレート、ヒドロキ
シピバリン酸ネオペンチルグリコールジ（メタ）アクリレート、ポリテトラメチレングリ
コールジ（メタ）アクリレート、及び１，６－ヘキサンジオールジ（メタ）アクリレート
とアミン化合物とを反応させて得られるアクリル化アミン化合物が挙げられる。なお、１
，６－ヘキサンジオールジ（メタ）アクリレートとアミン化合物とを反応させて得られる
アクリル化アミン化合物の市販品としては、ＥＢＥＣＲＹＬ　７１００（アミノ基２個及
びアクリロイル基２個の含有化合物、サイテック社（Cytech, Inc.）製商品名）等が挙げ
られる。
【０１３０】
　上記（メタ）アクリレートのうち、３官能以上の多官能（メタ）アクリレートとしては
、例えば、トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレート、ＥＯ変性トリメチロール
プロパントリ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールトリ（メタ）アクリレート、
イソシアヌル酸ＥＯ変性トリ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールテトラ（メタ
）アクリレート、ジペンタエリスリトールヘキサ（メタ）アクリレート、ジトリメチロー
ルプロパンテトラ（メタ）アクリレート、グリセリンプロポキシトリ（メタ）アクリレー
ト、カウプロラクトン変性トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレート、ペンタエ
リスリトールエトキシテトラ（メタ）アクリレート、及びカプロラクタム変性ジペンタエ
リスリトールヘキサ（メタ）アクリレートが挙げられる。
【０１３１】
　また、これらの中でも、その他の重合性化合物は単官能（メタ）アクリレートを含むこ
とが好ましい。この場合、インク組成物が低粘度となり、光重合開始剤その他の添加剤の
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溶解性に優れ、かつ、吐出安定性が得られやすい。さらにインク塗膜の強靭性、耐熱性、
及び耐薬品性が増すため、単官能（メタ）アクリレートと２官能（メタ）アクリレートと
を併用することがより好ましい。
【０１３２】
　さらに、上記単官能（メタ）アクリレートは、芳香環骨格、飽和脂環骨格、及び不飽和
脂環骨格からなる群より選択される１種以上の骨格を有することが好ましい。上記その他
の重合性化合物が上記骨格を有する単官能（メタ）アクリレートであることにより、イン
ク組成物の粘度を低下させることができる。
【０１３３】
　芳香環骨格を有する単官能（メタ）アクリレートとして、例えば、フェノキシエチル（
メタ）アクリレート及び２－ヒドロキシ－３－フェノキシプロピル（メタ）アクリレート
が挙げられる。また、飽和脂環骨格を有する単官能（メタ）アクリレートとして、例えば
、イソボルニル（メタ）アクリレート、ｔ－ブチルシクロヘキシル（メタ）アクリレート
及びジシクロペンタニル（メタ）アクリレートが挙げられる。また、不飽和脂環骨格を有
する単官能（メタ）アクリレートとして、例えば、ジシクロペンテニルオキシエチル（メ
タ）アクリレートが挙げられる。
【０１３４】
　これらの中でも、粘度及び臭気を低下させることができるため、フェノキシエチル（メ
タ）アクリレートが好ましい。
【０１３５】
　モノマーＡ以外の重合性化合物の含有量は、インク組成物の総質量（１００質量％）に
対し、好ましくは１０～３５質量％である。含有量が上記範囲内であると、添加剤の溶解
性に優れ、かつ、インク塗膜の強靭性、耐熱性、及び耐薬品性に優れる。
【０１３６】
　上記の重合性化合物は、１種単独で用いてもよく、２種以上を併用してもよい。
【０１３７】
〔光重合開始剤〕
　本実施形態のインク組成物に含まれる光重合開始剤は、紫外光の照射による光重合によ
って、被記録媒体の表面に存在するインクを硬化させて印字を形成するために用いられる
。放射線の中でも紫外光（ＵＶ）を用いることにより、安全性に優れ、且つ光源ランプの
コストを抑えることができる。
【０１３８】
　上記の光重合開始剤は、上記のとおり、アシルフォスフィン系光重合開始剤及びチオキ
サントン系光重合開始剤を含有する。これにより、インクの硬化性を優れたものとできる
ことに加え、印刷後初期の硬化膜の着色を防止することもできる。　
　これに加えて、アシルフォスフィン系光重合開始剤及びチオキサントン系光重合開始剤
の合計の含有量は、上記のとおり、インク組成物の総質量（１００質量％）に対し、９～
１４質量％であり、好ましくは１０～１３質量％であり、より好ましくは１１～１３質量
％である。これらのインク中における総含有量が上記範囲内である場合、インクの硬化性
及び吐出安定性に極めて優れる。特に、含有量が９質量％以上であると、粘度が比較的高
くなり、画像の汚れの原因であるミストの増加を防止できるため、インクの吐出安定性に
優れる。
【０１３９】
（アシルフォスフィン系光重合開始剤）
　本実施形態における光重合開始剤は、アシルフォスフィン系光重合開始剤、すなわちア
シルフォスフィンオキサイド系光重合開始剤（以下、単に「アシルフォスフィンオキサイ
ド」ともいう。）を含む。これにより、特にインクの硬化性に優れ、かつ、印刷後初期の
硬化膜の着色、及び硬化膜の計時後の着色を防止できる（硬化膜の初期着色度が小さくな
る。）。
【０１４０】
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　このアシルフォスフィンオキサイドとして、特に限定されないが、例えば、２、４，６
－トリメチルベンゾイル－ジフェニルフォスフィンオキサイド、２，４，６－トリエチル
ベンゾイル－ジフェニルフォスフィンオキサイド、２，４，６－トリフェニルベンゾイル
－ジフェニルフォスフィンオキサイド、ビス（２，４，６－トリメチルベンゾイル）－フ
ェニルフォスフィンオキサイド、及びビス（２，６－ジメトキシベンゾイル）－２，４，
４－トリメチルペンチルフォスフィンオキサイドが挙げられる。
【０１４１】
　アシルフォスフィンオキサイド系光重合開始剤の市販品としては、例えば、ＤＡＲＯＣ
ＵＲ　ＴＰＯ（２，４，６－トリメチルベンゾイル－ジフェニルフォスフィンオキサイド
）、ＩＲＧＡＣＵＲＥ　８１９（ビス（２，４，６－トリメチルベンゾイル）－フェニル
フォスフィンオキサイド）、及びＣＧＩ　４０３（ビス（２，６－ジメトキシベンゾイル
）－２，４，４－トリメチルペンチルフォスフィンオキサイド）が挙げられる。
【０１４２】
　また、上記のアシルフォスフィンオキサイドは、モノアシルフォスフィンオキサイドを
含むことが好ましい。これにより、光重合開始剤が十分に溶解して硬化が十分に進行する
とともに、インクの硬化性に優れる。
【０１４３】
　このモノアシルフォスフィンオキサイドとして、特に限定されないが、例えば、２，４
，６－トリメチルベンゾイル－ジフェニルフォスフィンオキサイド、２，４，６－トリエ
チルベンゾイル－ジフェニルフォスフィンオキサイド、２，４，６－トリフェニルベンゾ
イル－ジフェニルフォスフィンオキサイドが挙げられる。これらの中でも、２，４，６－
トリメチルベンゾイル－ジフェニルフォスフィンオキサイドであることが好ましい。
【０１４４】
　モノアシルフォスフィンオキサイドの市販品としては、例えば、ＤＡＲＯＣＵＲ　ＴＰ
Ｏ（２，４，６－トリメチルベンゾイル－ジフェニルフォスフィンオキサイド）が挙げら
れる。
【０１４５】
　本実施形態における光重合開始剤は、重合性化合物への溶解性及びインク塗膜の内部硬
化性に優れ、且つ初期着色度が小さくなるため、モノアシルフォスフィンオキサイドであ
るか、又は、モノアシルフォスフィンオキサイドとビスアシルフォスフィンオキサイドと
の混合物であることが好ましい。
【０１４６】
　なお、上記のビスアシルフォスフィンオキサイドとして、特に限定されないが、例えば
、ビス（２，４，６－トリメチルベンゾイル）－フェニルフォスフィンオキサイド、ビス
（２，６－ジメトキシベンゾイル）－２，４，４－トリメチルペンチルフォスフィンオキ
サイドが挙げられる。これらの中でも、ビス（２，４，６－トリメチルベンゾイル）－フ
ェニルフォスフィンオキサイドであることが好ましい。
【０１４７】
　アシルフォスフィンオキサイドの含有量は、インク組成物の総質量（１００質量％）に
対し、８～１１質量％の範囲が好ましく、１０～１１質量％の範囲がより好ましい。含有
量が上記範囲内であると、インクの硬化性に優れ、かつ、硬化膜の初期着色度が小さい。
【０１４８】
（チオキサントン系光重合開始剤）
　本実施形態における光重合開始剤は、チオキサントン系光重合開始剤（以下、単に「チ
オキサントン」ともいう。）を含む。これにより、インクの硬化性に優れ、かつ、特に硬
化膜の初期着色度が小さくなる。
【０１４９】
　チオキサントンの中でも、アシルフォスフィンオキサイドへの増感効果、重合性化合物
に対する溶解性、及び安全性に優れるため、２，４－ジエチルチオキサントンが好ましい
。
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【０１５０】
　チオキサントンの市販品としては、例えば、ＫＡＹＡＣＵＲＥ　ＤＥＴＸ－Ｓ（２，４
－ジエチルチオキサントン）（日本化薬社（Nippon Kayaku Co., Ltd.）製商品名）ＩＴ
Ｘ（BASF社製）、Ｑｕａｎｔａｃｕｒｅ　ＣＴＸ（Aceto Chemical社製）が挙げられる。
【０１５１】
　チオキサントンの含有量は、インク組成物の総質量（１００質量％）に対し、１～３質
量％の範囲が好ましく、２～３質量％の範囲がより好ましい。含有量が上記範囲内である
と、インクの硬化性に優れ、かつ、硬化膜の初期着色度が小さくなる。
【０１５２】
〔色材〕
　本実施形態のインク組成物は、色材をさらに含んでもよい。色材は、顔料及び染料のう
ち少なくとも一方を用いることができる。
【０１５３】
（顔料）
　本実施形態において、色材として顔料を用いることにより、インク組成物の耐光性を向
上させることができる。顔料は、無機顔料及び有機顔料のいずれも使用することができる
。
【０１５４】
　無機顔料としては、ファーネスブラック、ランプブラック、アセチレンブラック、チャ
ネルブラック等のカーボンブラック（Ｃ．Ｉ．ピグメントブラック　７）類、酸化鉄、酸
化チタンを使用することができる。
【０１５５】
　有機顔料としては、不溶性アゾ顔料、縮合アゾ顔料、アゾレーキ、キレートアゾ顔料等
のアゾ顔料、フタロシアニン顔料、ペリレン及びペリノン顔料、アントラキノン顔料、キ
ナクリドン顔料、ジオキサン顔料、チオインジゴ顔料、イソインドリノン顔料、キノフタ
ロン顔料等の多環式顔料、染料キレート（例えば、塩基性染料型キレート、酸性染料型キ
レート等）、染色レーキ（塩基性染料型レーキ、酸性染料型レーキ）、ニトロ顔料、ニト
ロソ顔料、アニリンブラック、昼光蛍光顔料が挙げられる。
【０１５６】
　更に詳しくは、ブラックインクとして使用されるカーボンブラックとしては、Ｎｏ．２
３００、Ｎｏ．９００、ＭＣＦ８８、Ｎｏ．３３、Ｎｏ．４０、Ｎｏ．４５、Ｎｏ．５２
、ＭＡ７、ＭＡ８、ＭＡ１００、Ｎｏ．２２００Ｂ等（以上、三菱化学社（Mitsubishi C
hemical Corporation）製商品名）、Ｒａｖｅｎ  ５７５０、Ｒａｖｅｎ  ５２５０、Ｒ
ａｖｅｎ  ５０００、Ｒａｖｅｎ  ３５００、Ｒａｖｅｎ  １２５５、Ｒａｖｅｎ  ７０
０等（以上、コロンビアカーボン（Carbon Columbia）社製商品名）、Ｒｅｇａ１  ４０
０Ｒ、Ｒｅｇａ１  ３３０Ｒ、Ｒｅｇａ１  ６６０Ｒ、Ｍｏｇｕｌ  Ｌ、Ｍｏｎａｒｃｈ
  ７００、Ｍｏｎａｒｃｈ  ８００、Ｍｏｎａｒｃｈ  ８８０、Ｍｏｎａｒｃｈ  ９００
、Ｍｏｎａｒｃｈ  １０００、Ｍｏｎａｒｃｈ  １１００、Ｍｏｎａｒｃｈ  １３００、
Ｍｏｎａｒｃｈ  １４００等（キャボット社（CABOT JAPAN K．K．）製商品名）、Ｃｏｌ
ｏｒ  Ｂｌａｃｋ  ＦＷ１、Ｃｏｌｏｒ  Ｂｌａｃｋ  ＦＷ２、Ｃｏｌｏｒ  Ｂｌａｃｋ
  ＦＷ２Ｖ、Ｃｏｌｏｒ  Ｂｌａｃｋ  ＦＷ１８、Ｃｏｌｏｒ  Ｂｌａｃｋ  ＦＷ２００
、Ｃｏｌｏｒ  Ｂｌａｃｋ  Ｓ１５０、Ｃｏｌｏｒ  Ｂｌａｃｋ  Ｓ１６０、Ｃｏｌｏｒ
  Ｂｌａｃｋ  Ｓ１７０、Ｐｒｉｎｔｅｘ  ３５、Ｐｒｉｎｔｅｘ  Ｕ、Ｐｒｉｎｔｅｘ
  Ｖ、Ｐｒｉｎｔｅｘ  １４０Ｕ、Ｓｐｅｃｉａｌ  Ｂｌａｃｋ  ６、Ｓｐｅｃｉａｌ  
Ｂｌａｃｋ  ５、Ｓｐｅｃｉａｌ  Ｂｌａｃｋ  ４Ａ、Ｓｐｅｃｉａｌ  Ｂｌａｃｋ  ４
等（以上、デグッサ（Degussa）社製商品名）が挙げられる。
                                                                                
【０１５７】
　ホワイトインクに使用される顔料としては、Ｃ．Ｉ．ピグメント　ホワイト　６、１８
、２１が挙げられる。また、ホワイト顔料として使用可能な金属原子含有化合物も用いる
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ことができ、例えば、従来から白色顔料として用いられている金属酸化物、硫酸バリウム
や炭酸カルシウムが挙げられる。上記の金属酸化物としては、特に制限されないが、例え
ば、二酸化チタン、酸化亜鉛、シリカ、アルミナ、酸化マグネシウム等が挙げられる。
【０１５８】
　イエローインクに使用される顔料としては、Ｃ．Ｉ．ピグメント　イエロー　１，２，
３，４，５，６，７，１０，１１，１２，１３，１４，１６，１７，２４，３４，３５，
３７，５３，５５，６５，７３，７４，７５，８１，８３，９３，９４，９５，９７，９
８，９９，１０８，１０９，１１０，１１３，１１４，１１７，１２０，１２４,１２８
，１２９，１３３，１３８，１３９，１４７，１５１，１５３，１５４，１５５，１６７
，１７２，１８０が挙げられる。
【０１５９】
　マゼンタインクに使用される顔料としては、Ｃ．Ｉ．ピグメント　レッド　１，２，３
，４，５，６，７，８，９，１０，１１，１２，１４，１５，１６，１７，１８，１９，
２１，２２，２３，３０，３１，３２，３７，３８，４０，４１，４２，４８（Ｃａ），
４８（Ｍｎ），５７（Ｃａ），５７：１，８８，１１２，１１４，１２２，１２３，１４
４，１４６，１４９，１５０，１６６，１６８，１７０，１７１，１７５，１７６，１７
７，１７８，１７９，１８４，１８５，１８７，２０２，２０９，２１９，２２４，２４
５，又はＣ．Ｉ．ピグメント　ヴァイオレット　１９，２３，３２，３３，３６，３８，
４３，５０が挙げられる。
【０１６０】
　シアンインクに使用される顔料としては、Ｃ．Ｉ．ピグメント　ブルー　１，２，３，
１５，１５：１，１５：２，１５：３，１５：３４，１５：４，１６，１８，２２，２５
，６０，６５，６６，又はＣ．Ｉ．バット　ブルー　４，６０が挙げられる。
【０１６１】
　また、マゼンタ、シアン及びイエロー以外の顔料としては、例えば、Ｃ．Ｉ．ピグメン
ト　グリーン　７，１０，又はＣ．Ｉ．ピグメント　ブラウン　３，５，２５，２６，又
はＣ．Ｉ．ピグメント　オレンジ　１，２，５，７，１３，１４，１５，１６，２４，３
４，３６，３８，４０，４３，６３が挙げられる。
【０１６２】
　上記顔料は１種単独で用いてもよく、２種以上を併用してもよい。
【０１６３】
　上記の顔料を使用する場合、その平均粒子径は２μｍ以下が好ましく、３０～３００ｎ
ｍがより好ましい。平均粒子径が上記の範囲内にあると、インク組成物における吐出安定
性や分散安定性などの信頼性に一層優れるとともに、優れた画質の画像を形成することが
できる。ここで、本明細書における平均粒子径は、動的光散乱法により測定される。
【０１６４】
（染料）
　本実施形態において、色材として染料を用いることができる。染料としては、特に限定
されることなく、酸性染料、直接染料、反応性染料、及び塩基性染料が使用可能である。
前記染料として、例えば、Ｃ．Ｉ．アシッドイエロー　１７，２３，４２，４４，７９，
１４２、Ｃ．Ｉ．アシッドレッド　５２，８０，８２，２４９，２５４，２８９、Ｃ．Ｉ
．アシッドブルー　９，４５，２４９、Ｃ．Ｉ．アシッドブラック　１，２，２４，９４
、Ｃ．Ｉ．フードブラック　１，２、Ｃ．Ｉ．ダイレクトイエロー　１，１２，２４，３
３，５０，５５，５８，８６，１３２，１４２，１４４，１７３、Ｃ．Ｉ．ダイレクトレ
ッド　１，４，９，８０，８１，２２５，２２７、Ｃ．Ｉ．ダイレクトブルー　１，２，
１５，７１，８６，８７，９８，１６５，１９９，２０２、Ｃ．Ｉ．ダイレクドブラック
　１９，３８，５１，７１，１５４，１６８，１７１，１９５、Ｃ．Ｉ．リアクティブレ
ッド　１４，３２，５５，７９，２４９、Ｃ．Ｉ．リアクティブブラック　３，４，３５
が挙げられる。
【０１６５】
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　上記染料は１種単独で用いてもよく、２種以上を併用してもよい。
【０１６６】
　色材の含有量は、良好な発色性を有し、色材自身の光吸収によるインク塗膜の硬化阻害
を低減できるため、インク組成物の総質量（１００質量％）に対して、ＣＭＹＫの場合１
．５～６質量％の範囲が好ましく、Ｗの場合１５～３０質量％の範囲が好ましい。
【０１６７】
〔分散剤〕
　本実施形態のインク組成物が顔料を含む場合、顔料分散性をより良好なものとするため
、分散剤をさらに含んでもよい。分散剤として、特に限定されないが、例えば、高分子分
散剤などの顔料分散液を調製するのに慣用されている分散剤が挙げられる。その具体例と
して、ポリオキシアルキレンポリアルキレンポリアミン、ビニル系ポリマー及びコポリマ
ー、アクリル系ポリマー及びコポリマー、ポリエステル、ポリアミド、ポリイミド、ポリ
ウレタン、アミン系ポリマー、含珪素ポリマー、含硫黄ポリマー、含フッ素ポリマー、及
びエポキシ樹脂のうち一種以上を主成分とするものが挙げられる。
【０１６８】
　高分子分散剤の市販品として、味の素ファインテクノ社製のアジスパーシリーズ（商品
名）、ルーブリゾール社（Lubrizol Corporation）から入手可能なソルスパーズシリーズ
（Ｓｏｌｓｐｅｒｓｅ　３６０００等、商品名）、ＢＹＫＣｈｅｍｉｅ社製のディスパー
ビックシリーズ（商品名）、楠本化成社製のディスパロンシリーズ（商品名）が挙げられ
る。
【０１６９】
〔レベリング剤〕
　本実施形態のインク組成物は、印刷基材への濡れ性が良好となるため、レベリング剤（
界面活性剤）をさらに含んでもよい。レベリング剤としては、特に限定されないが、例え
ば、シリコーン系界面活性剤として、ポリエステル変性シリコーンやポリエーテル変性シ
リコーンを用いることができ、ポリエーテル変性ポリジメチルシロキサン又はポリエステ
ル変性ポリジメチルシロキサンを用いることが特に好ましい。具体例としては、ＢＹＫ－
３４７、ＢＹＫ－３４８、ＢＹＫ－ＵＶ３５００、３５１０、３５３０、３５７０（ビッ
クケミー・ジャパン社（BYK Japan KK）製商品名）を挙げることができる。
【０１７０】
〔重合禁止剤〕
　本実施形態のインク組成物は、インク組成物の保存安定性を良好なものとするため、重
合禁止剤をさらに含んでもよい。重合禁止剤としては、特に限定されないが、例えば、Ｉ
ＲＧＡＳＴＡＢ　ＵＶ１０及びＵＶ２２（BASF社製商品名）、ハイドロキノンモノメチル
エーテル（ＭＥＨＱ、関東化学社（KANTO CHEMICAL CO., INC）製商品名）を用いること
ができる。
【０１７１】
〔その他の添加剤〕
　本実施形態のインク組成物は、上記に挙げた添加剤以外の添加剤（成分）を含んでもよ
い。このような成分としては、特に制限されないが、例えば従来公知の、重合促進剤、浸
透促進剤、及び湿潤剤（保湿剤）、並びにその他の添加剤があり得る。上記のその他の添
加剤として、例えば従来公知の、定着剤、防黴剤、防腐剤、酸化防止剤、紫外光吸収剤、
キレート剤、ｐＨ調整剤、及び増粘剤が挙げられる。
【０１７２】
〔インク組成物の物性〕
　本実施形態のインク組成物は、２０℃での粘度が１５ｍＰａ・ｓ以下であることが好ま
しく、９～１４ｍＰａ・ｓであることがより好ましい。粘度が上記範囲内であると、光重
合開始剤その他の添加剤の溶解性に優れ、かつ、吐出安定性が得られやすい。なお、本明
細書における粘度は、ＤＫＳＨジャパン社（DKSH Japan K.K.）製のレオメーターＭＣＲ
３００を用いて測定した値である。　
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　また、本実施形態のインク組成物は、発光ピーク波長が３６５～４０５ｎｍの範囲にあ
る紫外光を照射することにより硬化可能であることが好ましい。
【０１７３】
　＜具体例＞
［使用成分］
　ＵＶインクに使用する成分は、以下の通りである。
【０１７４】
〔顔料〕
・ＦＡＳＴＯＧＥＮ　ＢＬＵＥ（カラーインデックス名：ピグメント　ブルー　１５：４
、DIC社製商品名、図１３ではシアンと略記した。）
・ＣＲＯＭＯＰＨＴＡＬ　ＰｉｎｋＰＴ（ＳＡ）　ＧＬＶＯ（カラーインデックス名：Ｃ
．Ｉ.ピグメント　レッド　１２２、BASF社製商品名、図１３ではマゼンタと略記した。
）
・カラーインデックス名：Ｃ．Ｉ.ピグメント　イエロー　１８０、（DIC社製、商品名：
ＳＹＭＵＬＥＲ　ＦＡＳＴ　ＹＥＬＬＯＷ　、図１３ではイエロー１と略記した。）
・カラーインデックス名：Ｃ．Ｉ.ピグメント　イエロー　１５０、（図１３ではイエロ
ー２と略記した。）
・カラーインデックス名：Ｃ．Ｉ.ピグメント　イエロー　１５５、（図１３ではイエロ
ー３と略記した。）
・カラーインデックス名：Ｃ．Ｉ.ピグメント　イエロー　７４、（図１３ではイエロー
４と略記した。）
・ＭＩＣＲＯＬＩＴＨ－ＷＡ　Ｂｌａｃｋ　Ｃ－ＷＡ（カラーインデックス名：Ｃ．Ｉ．
ピグメントブラック　７、BASF社製商品名、図１３ではブラックと略記した。）
・Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｗｈｉｔｅ　０６（二酸化チタン、御国色素社製商品名、図１３では
ホワイトと略記した。）
【０１７５】
〔分散剤〕
・ＳＯＬＳＰＥＲＳＥ　３６０００（アミン系、ルーブリゾール社製商品名、図１３では
アミン系分散剤Ａと略記した。）
【０１７６】
〔重合性化合物〕
・ＶＥＥＡ（アクリル酸２－（２－ビニロキシエトキシ）エチル、日本触媒社（Nippon S
hokubai Co., Ltd.）製商品名、図１３ではＶＥＥＡと略記した。）
・3-オキサ-5-ヘキセン-1-オール、図１３では、ＥＧＭＥと略記した。
【０１７７】
・ビスコート＃１９２（フェノキシエチルアクリレート、大阪有機化学社（OSAKA ORGANI
C CHEMICAL INDUSTRY LTD.）製商品名、図１３ではＰＥＡと略記した。）
・４－ＨＢＡ（４－ヒドロキシブチルアクリレート、大阪有機化学社製商品名、図１３で
は４－ＨＢＡと略記した。）
・ＫＡＹＡＲＡＤ　Ｒ－６８４（トリシクロデカンジメチロールジアクリレート、日本化
薬社製商品名、図１３ではＲ－６８４と略記した。）
・Ａ－ＤＰＨ（ジペンタエリスリトールヘキサアクリレート、新中村化学社（SHIN-NAKAM
URA CHEMICAL CO．、LTD.）製商品名、図１３ではＡ－ＤＰＨと略記した。）
・ＮＫエステル　Ａ－９３００（エトキシ化イソシアヌル酸トリアクリレート、新中村化
学工業社製商品名、図１３ではＡ－９３００と略記した。）
【０１７８】
〔重合禁止剤〕
・ＭＥＨＱ（関東化学社製商品名、図１３ではＭＥＨＱと略記した。）
【０１７９】
〔レベリング剤〕
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・シリコーン系表面調整剤　ＢＹＫ－ＵＶ３５００（BYK社製商品名、図１３ではＵＶ３
５００と略記した。）
【０１８０】
〔光重合開始剤〕
・ＩＲＧＡＣＵＲＥ　８１９（BASF社製商品名、図１３では８１９と略記した。）
・ＤＡＲＯＣＵＲ　ＴＰＯ（BASF社製商品名、図１３ではＴＰＯと略記した。）
・ＫＡＹＡＣＵＲＥ　ＤＥＴＸ－Ｓ（日本化薬社製商品名、図１３ではＤＥＴＸ－Ｓと略
記した。）
【０１８１】
　まず、図１３に記載の顔料及び分散剤、並びにＰＥＡを、図１３に記載の組成（単位：
質量％）となるように混合することで、顔料分散液を調製した。次に、調製した顔料分散
液に、図１３に記載された他の成分を、図１３に記載の組成（単位：質量％）となるよう
に添加し、これを高速水冷式撹拌機により撹拌することにより、各色（シアンＣ、マゼン
タＭ、イエローＹ、ブラックＫ、ホワイトＷ、クリアＣＬ）のＵＶインクを得た。なお、
図１３中、空欄部は無添加であることを意味する。また、図１３の下表に示すような各色
インクの組み合わせによって、インクセット１～１７を得た。
【０１８２】
　＜サンプルの評価試験＞
［しわの評価方法］
　第１～５実施形態及び比較例の印刷装置にインクセット１～１７をそれぞれ用いて、光
記録媒体の被記録面に、イエローインクをデューティー１０％～１００％まで１０％刻み
で振ったカラーパッチをそれぞれ印刷した。こうして作製された印刷物を室温２３℃、湿
度５０％ＲＨの環境下で、各カラーパッチの印刷状態（しわの有無）を目視で観察し、下
記評価基準により評価した。
【０１８３】
評価基準
　Ａ：デューティー１０％～１００％の全てのカラーパッチでしわの発生が確認できない
。　
　Ｂ：デューティー７０％以上のカラーパッチではしわの発生が確認できるが、デューテ
ィー６０％以下のカラーパッチではブロンズ現象の発生が確認できない。　
　Ｃ：デューティー１０％～１００％の全てのカラーパッチでカラーパッチでしわの発生
が確認できる。
【０１８４】
　図１４は、しわの評価結果を示す表である。
【０１８５】
［表面光沢の評価方法］
　第１～５実施形態及び比較例の印刷装置にインクセット１～１７をそれぞれ用いて、光
記録媒体の被記録面に、マゼンタインク、シアンインク、イエローインク、ブラックイン
クをデューティー１０％～１００％まで１０％刻みで振ったカラーパッチをそれぞれ印刷
した。こうして作製された印刷物を室温２３℃、湿度５０％ＲＨの環境下で、各カラーパ
ッチの光沢度を、ＪＩＳ－Ｐ８１４２に基づき、変角光沢計ＧＭ－３Ｄ型（村上色彩技術
研究所社製）を用いて光記録媒体の被記録面の６０度光沢度を測定した。この測定値（６
０度光沢度）が大きいほど表面光沢性に優れること（しわの影響が小さいこと）を示す。
　
　同じデューティーにおける、シアンインク、マゼンタインク、ブラックインクの光沢度
の平均値と、イエローインクの光沢度の差の絶対値｜ΔＲ｜を求め、下記評価基準により
評価した。
【０１８６】
評価基準
　Ａ：デューティー１０％～１００％の全てのカラーパッチにおいて、｜ΔＲ｜＝１未満
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　Ｂ：デューティー７０％以上のカラーパッチは、｜ΔＲ｜＝１以上～５未満
デューティー６０％以下のカラーパッチは、｜ΔＲ｜＝１未満
　Ｃ：デューティー１０％～１００％の全てのカラーパッチにおいて、｜ΔＲ｜＝１以上
～５未満
　Ｄ：デューティー１０％～１００％の全てのカラーパッチにおいて、｜ΔＲ｜＝５以上
【０１８７】
　図１５は、表面光沢の評価結果を示す表である。
【０１８８】
［印刷物の官能評価］
　第１～５実施形態及び比較例の印刷装置にインクセット１～１７をそれぞれ用いて、Ｐ
ＥＴからなる媒体をセットし、ＩＳＯ１２６４０：付属書Ａの高精細カラーディジタル標
準画像データを印刷した。こうして作製された印刷物の印刷面。無作為に抽出した１００
人に、画質の良否を回答してもらった。評価環境は、３波長型昼白色の蛍光灯が天井に備
え付けら得たオフィス環境である。２つの印刷画像を、事務用デスクに同時に並べ、目視
で観察し、ブリード（異色の境界部分で色が滲んだり不均一に混ざり合う現象）が全く見
られないものを１０点（画質良好）、ブリードがわずかに見られるものを５点、ブリード
が目立つものを０点とし、判断してもらった。
【０１８９】
評価基準 ：
　Ａ：８００点以上
　Ｂ：８００未満～５００点以上
　Ｃ：５００点以下
【０１９０】
　図１６は、官能評価結果を示す表である。
【０１９１】
　＝＝＝その他＝＝＝
　上記の実施形態は、本発明の理解を容易にするためのものであり、本発明を限定して解
釈するためのものではない。本発明は、その趣旨を逸脱することなく、変更、改良され得
ると共に、本発明にはその等価物が含まれることは言うまでもない。
【符号の説明】
【０１９２】
１　印刷装置、
１０　搬送ユニット、１１　ドラム、
１２　第１ローラー、１３　第２ローラー、１４　第３ローラー、
４０　ヘッドユニット、
４１Ｍ　マゼンタヘッドユニット、
４１Ｃ　シアンヘッドユニット、
４１Ｋ　ブラックヘッドユニット、
４１Ｙ　イエローヘッドユニット（第１イエローヘッドユニット）、
４１Ｗ　第１ホワイトヘッドユニット、
４２Ｗ　第２ホワイトヘッドユニット、
４２Ｙ　第２イエローヘッドユニット、
５０　検出器群、６０　コントローラー、
６１　ＣＰＵ、６２　メモリ、６３　インターフェース部、
７０　駆動信号生成回路、
８０　仮硬化ユニット、
８１Ｍ　マゼンタ用光源、
８１Ｃ　シアン用光源、
８１Ｋ　ブラック用光源、
８１Ｙ　イエロー用光源（第１イエロー用光源）、
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８１Ｗ　第１ホワイト用光源、
８２Ｗ　第２ホワイト用光源、
８２Ｙ　第２イエロー用光源、
９０　本硬化ユニット、９１　本硬化用光源、９２　本硬化用光源（ＬＥＤ）、
Ｓ　媒体（透明媒体）、
Ｌ　ラベル

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】
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